
旧本理学療法士協会三十年史

魯 回 ヵ

社団法人 日本理学療法士協会





〈30周年史 目次〉

年周30立設会協士法療学理本日拶

辞

辞

辞

辞

辞

辞

辞

辞

辞

挨

祝

祝

祝

祝

祝

祝

祝

祝

祝

奈良 勲

良

一

忠

修

井森

谷

臣

長

大

局

生

策

厚

政康健省生厚

日本医師会会長 村瀬 敏郎

日本整形外科学会理事長 小川 亮恵

日本 リハ ビリテーション医学会理事長 米本 恭三

日本作業療法士協会会長 寺山久美子

日本看護協会会長 見藤 隆子

日本義肢装具士協会会長 田澤 英二

1

2

3

4

5

6

7

8

9

厚生大臣表彰を受けた日本理学療法士協会会員

WCPT会 長A.J.Fernando10

11

グラフにみる理学療法士の動向

WCPT加 盟国(事 務局).__.覧

ACPT

一般 病院のPT数 の推移(開 所者別)… …

一般病院のPT数 の推移(病 床規模別)…19

都道府県別PT数 の推移(人 口比)… ……20

都道府県別士会の法人化状況 馳21

理学療法士に関する法令等の変遷22

会員数 と組織率の変遷35

社団法人 日本理学療法士協会の規約の変遷…36

代議員会の変遷

14

16

18

日本理学療法士協会総会の変遷

各部 ・各委員会の変遷

会則審議委員会

規約審議委員会

身分保険対策委員会

39

42

44

44

44

45

45

48

49

49

身障スポーッ委員会

基本問題検討委員会

身分部

保険部

東京都特別養護老人ホーム派遣部会………

大学制度化対策委員会

老人福祉部

理学療法白書委員会

組織検討委員会

会館建設委員会

総務部

調査資料部

地域事業推進部

士会組織強化部

財政基盤検討委員会

定款 ・細則審議委員会

法規検討委員会

国内渉外部

国際渉外部

理学療法業務推進委員会

学術資料部

卒前教育部

卒後教育部

広報部

50

50

50

52

52

53

54

55

56

57

58

58

58

59

59

61

62

63

64

65



宣伝部

理学療法週間推進委員会

健康増進部

部

部

祉

祉

福

福

児

者

害

害

障

障

理学療法士業務指針検討委員会

理学療法士ガイドライン検討委員会………

WCPT準 備委員会

理学療法に関する診療報酬の変遷

協会機関誌の変遷

理学療法士養成に関する変遷

協会のマスタープランについて

日本理学療法士協会要覧

事務局の変遷(顧 問,所 在地)

66

67

67

68

68

69

70

70

71

76

78

81

財務変遷

協会設立準備委員会メンバー

役員一覧

代議員一覧

各部各委員会 ・部長委員長変遷

士会長変遷

士会員数の変遷

学会評議員選考委員,学 会評議員の変遷……180

相談役の変遷

日本理学療法士学会の変遷

全国研修会の変遷

厚生省主催長期講習会等の変遷

155

156

158

159

162

172

175

178

181

182

184

186

協会の研究活動の変遷

協会の生涯学習システムについて

協会の対外活動

士会の対外活動

士会 の地域 リハ ビリテーシ ョン活動

国際協力活動について

本協会の倫理規定

国 ・自治体等への要望書,請 願書一覧・・…

諸団体 ・学会への協賛 ・協力活動

協会のシンボルマークについて

日本理学療法士協会略年表

現職者講習会の変遷

84

89

91

98

120

126

129

・…131

136

138

139

各部主催等の講習会の変遷

協会出版物一覧

各士会の出版活動

調査 ・報告書一覧

協会賞受賞者一覧

学会奨励賞受賞者一覧

理学療法士学校 ・養成施設一覧

賛助会員の変遷

30周年記念事業準備委員会

30年史執筆協力者

編集後記

188

195

196

202

205

214

215

216

219

220

221

224



1

ご 挨 拶

㈹日本理学療法士協会

会長 奈 良 勲

㈹ 日本理学療法士協会(以 下,本 会)が1966年7月 に創立され,こ こに30周 年を迎えることができ

ました。 これ もひとえに関係各位のご理解 とご支援 とがあってのことと心 より感謝申 し上げる次第です。

本会は,創 立以来,「 理学療法士の人格,倫 理及び学術技能を研鎭 し,わ が国の理学療法の普及向上

を図るとともに国民保健の発展に寄与すること」 を基本目的として,学 術的社会的活動を展開して参 り

ました。

本会がその役割を十分に果 してきたか否かは,受 益者である国民の皆様のご判断によるところですが,

少なくとも集団エゴに陥ることのないよう,関 連団体との連携を保ちなが ら,上 記の目的を念頭に置い

て真摯に努力 してきたと自負いた しております。

近年のわが国の大 きな課題の___.っである高齢社会に伴う疾病構造の多様化に対応するため,国 は保健

・医療 ・福祉領域の包括的アプローチを推進 し,同 時にその実践に必要なマンパワーの確保や政策を打

ち出してきました。 それらの社会的要請に応えるべく本会自体の組織を再編成するとともに,生 涯学習

システムの構築,地 域住民へのサービス拡充を図るべく理学療法週間の試行,公 益に資する都道府県士

会の法人化の推進など,多 岐にわたる活動を展開いたしております。

また,長 年の念願でありました,四 年制大学における理学療法教育もすでに8校 で実現 し,今 後は大

学院教育の設置が期待 されるところです。 日本学術会議法に基づ く学術研究団体 として,幅 広 く科学 と

しての理学療法及びprofessionを 確立 してゆきたいと思います。

21世 紀を目前にした1999年 には,世 界理学療法連盟主催の第13回 国際理学療法学会を本会が担当

し・そのテーマを 「BridgingCultures,文 化を越えて」 として,開 催することになりました。 これは,

これまでの本会の活動が国際的にも承認 されたためと思われます。 関係各位のご支援を頂きなが ら,会

員の総力を挙げて意義ある国際学会にしたいと念 じております。

他者を必要とする人間は幸せだといわれます。 逆に他者に必要 とされる人間も幸せといえましょう。

本会会員の基本的存在価値 も上記の原理に準 じていることを再確認 しっっ,来 る21世 紀のわが国の理

学療法の在り方を更に探求 し続けることを,本 会創立30周 年記念に際 し,こ こに誓う次第です。

関係各位におかれましては,こ れまで通 り本会の基本目的をご理解頂 き,ご 指導 ご鞭挺頂 きますよう

お願い申し上げます。
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現職者講習会の変遷

回(年 ・月) テ ー マ 開催地 参加者数

1回(S47.7) 治療計画の作成 東 京 20

2回(S47.8) 治療計画の作成 東 京 20

3回(S48.6) ICU・CCUとPTの 役 割 東 京 46

4回(S48.8) 治療プログラムの作成 東 京 20

5回(S49.2) 脳率中の理学療法(厚生省主催) 神 奈 川 33

6回(S49.7) 片まひの リハビリテーション(厚 生省主催) 大 阪 34

7回(S49.10) 片まひの評価 ・治療プログラムの計画 鳥 取 20

8回(S50.3) 義肢装具 東 京 16

9回(S50.8) 物理療法 福 岡 10

10回(S50.10) PNF 兵 庫 32

11回(S50.11) 片麻痺の評価 ・治療プログラム作成 鹿 児 島 13

12回(S51.2) 車椅子 神 奈 川 24

13回(S51.10) 片まひの治療と評価 高 知 27

14回(S51.11) PNF 神 奈 川 35

15回(S51.11) 切断 東 京 17

16回(S52.12) 片まひの評価 ・治療プログラム 新 潟 25

17回(S53.2) 切 断 の リハ ビ リテ ー シ ョ ン 東 京 10

18回(S53.3) 中枢性疾患に対する神経生理学的アプローチ 山 梨 43

19回(S53.6) 肩関節を中心として 兵 庫 47

20回(S53.8) 呼吸器疾患の リハ ビリテーション 静 岡 23

21回(S54.2) 中枢性疾患の リハ ビリテーション 札 幌 25

22回(S55.3) 義肢コース 東 京 12

23回(S55.3) 脳卒中片まひの理学療法 石 川 16

24回(S55.3) 医用電子工学 高 知 15

25回(S55.10) CVA・ 理学療法の実践 大 阪 30

26回(S56.3) 脊髄損傷 北 九 州 15

27回(S56.9) 切 断 と リハ ビ リテ ー シ ョン 東 京 12

28回(S57.2) モ ビ リゼ ー シ ョン 浜 松 40

29回(S57.3) 片麻痺のPNF 東 京 30

30回(S57.6) PNF基 礎 コー ス 東 京 30

31回(S57.7) PNF応 用編 北 海 道 22

32回(S57.8) 片麻痺の評価と治療のPT技 術 大 阪 20

33回(S5&3) 研究法 東 京 33

34回(S58.8) 脳性麻痺児の評価と理学療法の実際 大 阪 25

35回(S5&11) PNF理 論 と実技 長 崎 30

36回(S59.1) スポーッと理学療法 東 京 28

37回(S59.2) 切 断 の リハ ビ リテ ー シ ョ ン 東 京 12

38回(S59.3) 関節運動学的アプローチ 大 阪 40
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回(年 ・月) テ ー マ 開催地 参加者数

39回(S59.7) PNF基 礎 コー ス 東 京 30

40回(S59.8) 片麻痺の評価と治療 大 阪 20

41回(S59.8) 脳性麻痺児の評価と治療の実際 大 阪 20

42回(S59.11) 呼吸器疾患における理学療法 石 川 30

43回(S60.2) 水中運動療法の実際 神 奈 川 15

44回(S60.7) PNF臨 床編 東 京 26

45回(S60.8) 片麻痺の評価と治療 大 阪 20

46回(S60.8) 脳性麻痺の評価と治療 大 阪 20

47回(S61.2) 水中運動療法 神 奈 川 15

48回(S61.2) 切 断 の リハ ビ リテ ー シ ョ ン 東 京 12

49回(S61.7) 水中運動療法の実際 神 奈 川 15

50回(S61.7) PNF基 礎編 東 京 30

51回(S61.8) 成人片麻痺の評価と治療 大 阪 20

52回(S61.8) 脳性麻痺児の評価と治療 大 阪 20

53回(S61.9) 成人片麻痺の評価と治療 東 京 13

54回(S61.10) 膝関節とその周辺疾患に対する動的関節制動訓練 大 分 25

55回(S62.2) 心電図モニタリングテクニック 東 京 34

56回(S62.3) スポーツ医学 神 奈 川 52

57回(S62.7) PNF臨 床編 東 京 22

58回(S62.8) 成人片麻痺の評価と治療の実際 大 阪 22

59回(S62.8) 脳性麻痺児の評価と治療の実際 大 阪 20

60回(S62.8) 成人片麻痺の評価と治療 東 京 20

61回(S62.10) 膝関節とその周辺疾患に対する動的関節制動訓練 大 分 25

62回(S62.10) 片麻痺の評価と治療 秋 田 25

63回(S62.11) 肺理学療法の実際 長 野 12

64回(S63.2) 水中運動療法の実際 神 奈 川 12

65回(S63.2) 切断と義肢の実習 東 京 18

66回(S63.2) 心電図モニタリングテクニック 東 京 27

67回(S63.3) スポーツ医学 神 奈 川 42

68回(S63.7) 理学療法におけるリスク管理 神 奈 川 31

69回(S63.7) 脳性麻痺の評価と治療 大 阪 20

70回(S63.7) 膝関節とその周辺疾患に対する動的関節制動訓練 大 分 21

71回(S63.7) 成人片麻痺の評価と治療 静 岡 24

72回(S63.7) 成人片麻痺の評価と治療 東 京 19

73回(S63.8) 成人片麻痺の評価と治療 大 阪 24

74回(S63.9) PNF臨 床編 東 京 20

75回(S63.11) 呼吸器理学療法の実際 大 阪 26

76回(S63.11) 肺理学療法の実際 長 野 12

77回(S63.12) スポーツ医学 東 京 28

78回(H1.2) 水中運動療法の実際 神 奈 川 10



190

回(年 ・月) テ ー マ 開催地 参加者数

79回(H1.2) 片麻痺の評価と治療 秋 田 26

80回(H1.2) 心電図モニタリングテクニック 東 京 28

81回(H1.7) 心疾患の リスク管理 神 奈 川 44

82回(H1.7) 成人片麻痺の評価と治療 静 岡 26

83回(H1.7) 脳性麻痺児の評価と治療 大 阪 20

84回(H1.7) 成人片麻痺の評価と治療 東 京 20

85回(H1.8) ク ライ ン フ ォー ゲ ル バ ッハ 法 神 奈 川 24

86回(H1.8) 成人片麻痺の評価と治療 大 阪 24

87回(H1.8) PNF 青 森 21

88回(H1.8) 関節 モ ビ ライ ゼ ー シ ョ ン 北 海道 34

89回(H1.8) PNF臨 床編 東 京 20

90回(H1.9) 肺理学療法の実際 長 野 12

91回(H1.9) 水中運動療法の実際 神 奈 川 15

92回(H1.9) リフテ ィ ン グ 神 奈 川 25

93回(H1.10) 成人片麻痺の評価と治療 新 潟 21

94回(H1.10) 運動障害に対する動的関節制動訓練理論と実際 京 都 21

95回(H1.10) 脳性麻痺の評価と治療 東 京 23

96回(H1.11) プログラム学習を用いた歩行訓練法 宮 城 23

97回(H2.2) 呼吸理学療法の実際 大 阪 26

98回(H1.11) 地 域 リハ ビ リテ ー シ ョ ン 長 崎 14

99回(H1.12) スポーツ障害 東 京 10

100回(H1.12) 切断と義肢の実際 兵 庫 15

101回(H2.2) 片麻痺の評価と治療 秋 田 25

102回(H2.2) 心電図モニタリングテクニック 東 京 35

103回(H2.2) 未熟児の理学療法 石 川 18

104回(H2.6) 水中運動療法 東 京 23

105回(H2.9) 心筋梗塞患者と運動療法 神 奈 川 42

106回(H2.7) 脳卒中片麻痺患者の評価と治療 静 岡 24

107回(H2.7) 成人片麻痺の評価と治療 東 京 24

108回(H2.7) 脳性麻痺児の評価と理学療法の治療 大 阪 20

109回(H2.7) 脳卒中片麻痺患者の評価と治療 新 潟 21

110回(H2.7) リフ テ ィ ング法 神 奈 川 18

111回(H2.8) ク ライ ンフ ォ ー ゲ ルバ ッハ 法 福 井 20

112回(H2.8) 成人片麻痺の評価と治療 大 阪 20

113回(H2.8) PNF 青 森 28

114回(H2.9) 肺理学療法の実際 長 野 12

115回(H2.9) PNF臨 床編 東 京 17

116回(H2.9) 関 節 モ ビラ イ ゼ ー シ ョ ン 北 海 道 37

117回(H2.10) 脳性麻痺の評価と治療 東 京 22

118回(H2.11) 肩の運動学と理学療法 兵 庫 30
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回(年 ・月) テ ー マ 開催地 参加者数

119回(H2.11) プログラム学習による歩行訓練法 宮 城 12

120回(H2.11) 脳卒中片麻痺患者の評価と治療 広 島 24

121回(H2.11) PT管 理学 神 奈 川 22

122回(H3.2) 心電図モニタリングテクニック 東 京 21

123回(H3.2) 片麻痺の評価と治療 秋 田 34

124回(H3.2) 未熟児の理学療法 石 川 19

125回(H3.2) 呼吸器理学療法の実際 大 阪 31

126回(H3.5) 成人片麻痺の評価と治療 新 潟 18

127回(H3.7) 心筋梗塞患者と運動療法 神 奈 川 35

128回(H3.7) 小児水中運動療法 東 京 25

129回(H3.7) 成人片麻痺の評価と治療 東 京 24

130回(H3.7) リフテ ィ ン グ法 神 奈 川 21

131回(H3.7) 成人片麻痺の評価と治療 静 岡 23

132回(H3.7) 脳性麻痺児の評価と理学療法の治療 大 阪 20

133回(H3.8) ク ライ ン フ ォー ゲ ル バ ッハ 法 福 井 25

134回(H3.8) 脊髄損傷の運動療法 神 奈 川 24

135回(H3.8) 関節 モ ビ ライ ゼ ー シ ョ ン 北 海 道 32

136回(H3.8) 成人片麻痺の評価と治療 大 阪 24

137回(H3.8) PNF 青 森 24

138回(H3.9) 水中運動療法 神 奈 川 18

139回(H3.9) 肺理学療法の実際 長 野 12

140回(H3.9) 脳卒中片麻痺患者の評価と治療 広 島 17

141回(H3.9) 肺理学療法 兵 庫 50

142回(H3.10) 末梢神経障害の電気診断学 愛 知 13

143回(H3.11) PT管 理学 神 奈 川 11

144回(H4.1) PNF臨 床編 東 京 24

145回(H4.1) 肩の運動学 兵 庫 41

146回(H4.1) スポーツ医学 大 阪 31

147回(H4.2) 心電図モニタリングテクニック 大 阪 30

148回(H4.2) 未熟児に対する理学療法 石 川 16

149回(H4.2) 脳性麻痺児の評価と治療 東 京 30

150回(H4.3) 腰痛患者に対する教育的アプローチ 石 川 30

151回(H4.3) 呼吸理学療法の実際 大 阪 26

152回(H4.3) 理学療法士のための人間関係学 高 知 22

153回(H4.2) 片麻痺の評価と治療 秋 田 20

154回(H4.6) リフ テ ィ ング法 神 奈 川 20

155回(H4.6) 小児水中運動療法 東 京 24

156回(H4.7) 成人片麻痺の評価と治療一基礎編 東 京 64

157回(H4.7) 脊髄損傷の運動療法 神 奈 川 20

158回(H4.7) 理学療法におけるリスク管理 神 奈 川 45
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159回(H4.8) 四肢関節のモビライゼーション 岐 阜 38

160回(H4.7) 脳性麻痺児の評価と理学療法の治療 大 阪 20

161回(H4.8) ク ライ ン フ ォー ゲ ル バ ッハ 法 福 井 25

162回(H4.8) PNF臨 床編 青 森 21

163回(H4.8) 成人片麻痺の評価と治療 大 阪 24

164回(H4.8) 関節 モ ビ ライ ゼ ー シ ョ ン 北 海 道 32

165回(H4.9) 成人片麻痺の評価と治療一臨床編 東 京 30

166回(H4.9) 水中運動療法 神 奈 川 24

167回(H4.10) 成人片麻痺の評価と治療 新 潟 21

168回(H4.9) 末梢神経障害の電気診断学 愛 知 13

169回(H4.9) 肺理学療法の実際 長 野 15

170回(H4.10) 脳性小児麻痺の評価と治療 静 岡 24

171回(H4.11) 脳卒中片麻痺患者の評価と治療 広 島 26

172回(H4.11) 肺理学療法 兵 庫 50

173回(H4.11) 肩の運動学と理学療法 兵 庫 40

174回(H51) スポーツ医学 大 阪 50

175回(H5.2) PNF基 礎編 埼 玉 23

176回(H5.2) 心電図モニタリングテクニック 東 京 25

177回(H5.2) 呼吸理学療法の実際 大 阪 31

178回(H5.2) 片麻痺の評価と治療 秋 田 27

179回(H5.2) 地 域 リハ ビ リテ ー シ ョン 宮 崎 39

180回(H5.2) 未熟児に対する理学療法 石 川 15

181回(H5.2) 脳性麻痺児の評価と治療 東 京 21

182回(H5.3) 脳性麻痺痙直型に対する運動学的治療法 愛 知 23

183回(H5.3) 腰痛患者に対する教育的アプローチ 石 川 43

184回(H5.6) 小児水中運動療法 東 京 20

185回(H5.7) リフ テ ィ ング法 神 奈 川 15

186回(H5.7) 成人片麻痺の評価と治療一基礎編 東 京 43

187回(H5.7) 脊損の評価と治療 大 阪 23

188回(H5.7) 理学療法におけるリスク管理 神 奈 川 45

189回(H5.7) 脳性麻痺児の評価と理学療法の治療 大 阪 20

190回(H5.8) 脊 柱 ・骨 盤 の マ ニ ュ ァ ル セ ラ ピー 岐 阜 38

191回(H5.8) 運動学 福 井 26

192回(H5.8) 関 節 モ ビラ イ ゼ ー シ ョ ン 北 海 道 34

193回(H5.8) 成人片麻痺の評価と治療 大 阪 24

194回(H5.9) 水中運動療法 神 奈 川 18

195回(H5.9) 末梢神経障害の電気診断学 愛 知 7

196回(H5.9) PNF臨 床編 青 森 19

197回(H5.9) 成人片麻痺の評価と治療一臨床編 東 京 21

198回(H5.9) 成人片麻痺の評価と治療一臨床編 東 京 22
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199回(H5.9) 肺理学療法の実際 長 野 20

200回(H5.9) PNF基 礎 ・臨床編 和 歌 山 24

201回(H5.9) 肺理学療法 愛 知 24

202回(H5.9) 心電図モニタリングテクニック 大 阪 26

203回(H5.10) 成人片麻痺の評価と治療 新 潟 22

204回(H5.11) 切断 東 京 10

205回(H5.11) 車椅子 神 奈 川 25

206回(H5.11) 脳卒中片麻痺の評価と治療 広 島 26

207回(H5.11) 肩の運動学と理学療法 兵 庫 40

208回(H5.11) 脳性麻痺児の評価と治療 静 岡 23

209回(H6.1) スポーツ医学 大 阪 28

210回(H6.2) PNF応 用編 埼 玉 35

211回(H6.2) 片麻痺の評価と治療 秋 田 23

212回(H6.2) 肺理学療法の理論と実際 大 阪 30

213回(H6.2) 痙縮に対する運動学的治療法 愛 知 22

214回(H6.2) 地 域 リハ ビ リテ ー シ ョ ンー初 級 宮 崎 28

215回(H6.2) 地 域 リハ ビ リテ ー シ ョ ンー 中級 宮 崎 25

216回(H6.3) 未熟児に対する理学療法 石 川 17

217回(H6.3) 腰痛患者に対する教育的アプローチ 石 川 25

218回(H6.1) 脳性麻痺児の評価と治療 東 京 20

219回(H6.6) リフ テ ィ ング法 神 奈 川 16

220回(H6.6) 小児水中運動療法 東 京 23

221回(H6.6) 成人片麻痺の評価と治療一基礎編 東 京 40

222回(H6.7) 脊髄損傷の評価と治療 神 奈 川 17

223回(H6.7) 理学療法におけるリスク管理 神 奈 川 42

224回(H6.8) 慢性関節リウマチの理学療法 愛 媛 42

225回(H6.8) 中枢神経疾患に対する評価と治療 愛 媛 24

226回(H6.8) 四肢 のManualtherapy一 評 価 と治 療 手 技 岐 阜 33

227回(H6.7) 脳性麻痺児の評価と理学療法の実際 大 阪 20

228回(H6.8) 肺理学療法 愛 知 17

229回(H6.8) 脊柱 の マ ニ ュァ ル セ ラ ピー 北 海 道 34

230回(H6.8) 運動学 福 井 26

231回(H6.8) 成人片麻痺の評価と治療 大 阪 26

232回(H6.8) PNF臨 床編 青 森 22

233回(H6.9) 水中運動療法 神 奈 川 18

234回(H6.9) PNF臨 床 ・応用編 和 歌 山 24

235回(H6.g) 成人片麻痺の評価と治療一臨床編 東 京 27

236回(H6.10) 肺理学療法の実際 長 野 34

237回(H6.10) 筋電図による神経・筋機能の評価 愛 知 26

238回(H6.10) 脊柱に対するモ ビリゼーション 熊 本 32
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239回(H6.10) 成人片麻痺の評価と治療 静 岡 26

240回(H6.11) 脳卒中片麻痺患者の評価と治療 広 島 22

241回(H6.11) 肩の運動学と理学療法 兵 庫 40

242回(H6.11) 成人片麻痺の評価と治療 新 潟 17

243回(H7.1) 痙直に対する運動学的治療法 愛 知 29

244回(H7.1) 脳性麻痺児の評価と治療 東 京 32

245回(H7.2) PNF基 礎編 埼 玉 39

246回(H7.2) 心電図モニタリングテクニック 東 京 25

247回(H7.2) 呼吸理学療法の実際 大 阪 33

248回(H7.2) 地 域 リハ ビ リテ ー シ ョ ン 宮 崎 24

249回(H7.2) 片麻痺の評価と治療 秋 田 27

250回(H7.3) 腰痛患者に対する教育的アプローチ 石 川 41

251回(H7.3) 未熟児に対する理学療法 石 川 16

252回(H7.3) 急性発症における理学療法とBLS 千 葉 28

253回(H7.3) スポーツ医学 大 阪 28
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協 会 出 版 物 一 覧

1.協 会ニュース ・会報

No.発 行 日 編 集 人 備 考

1号 昭和41年9月1日 田口 順子(事 務局長)タ ブロイド版(手 書き,タ イプ)

S
21号

22号 昭和43年6月29日 山崎 忠(事 務局長)タ ブロイ ド版(手 書 き,タ イプ)
～
24号

25号 昭和45年7月15日 関川 博(事 務局長)タ ブロイ ド版(手 書 き,タ イプ)

幽51号 よりB5版 タイプ印刷

69号 昭和52年1月1日 森永 敏博(広 報部長)
S
89号

90号 昭和56年7月10日 北 目 茂(広 報部長)
S
102号

103号 昭和58年8月11日 柳沢 健(広 報部長)
S
114号

115号 昭和60年8月15日 菊地 延子(広 報部長)
～
126号

127号 昭和62年8月20日 高田 京子(広 報部長)
S
138号

139号 平成元年8月20日 濱出 茂治(広 報部長)156号 より 「理学療法学」綴 じ込み
S
163号

164号 平成5年9月1日 馬場 久夫(広 報部長)
S
176号

177号 平成7年9月30日 堀田 真一(ニ ュース編集部長)

S

発 行 日 編 集 者

会 報 第1巻 第1号 昭和45年5月1日 細田 多穂(広 報部)

〃 〃 第2号 昭和46年1月10日 細田 多穂(広 報部)

〃 第2巻 第1号 昭和47年4月30日 星 虎男(広 報部)

〃 〃 第2号 昭和48年3月20日 星 虎男(広 報部)

2.機 関 誌

巻 ・ 号 発 行 年 頁 数 備 考

臨床理学法

創刊号 昭和48年164特 集:第7回 全国研修会(リ ウマチ)

第1巻1号 昭和49年67特 集:第8回 全国研修会

〃2号 〃49年61

〃3号 〃50年52



誌名変更 『理学療法学』

〃4号

第2巻1号

〃2号

〃3号

〃4号

第3巻1号

〃2号

〃3号

第4巻1号

〃2号

〃3号

第5巻1号

〃2号

〃3号

第6巻1号

〃2号

第7巻1号

〃2号

〃3号

第8巻1号

〃2号

〃3号

〃4号

第9巻1号

〃2号

〃3号

〃4号

第10巻1号

〃2号

〃3号

〃4号

〃5・6号

第11巻1号

〃2号

〃3号

〃4号

〃5号

〃6号

!ノ

第12巻1号

〃2号

〃3号

学会特別号

〃50年

〃50年

〃51年

〃51年

〃51年

〃51年

〃52年

〃52年

〃53年

〃53年

〃53年

〃53年

〃54年

〃54年

〃54年

〃55年

〃55年

〃55年

〃56年

〃56年

〃56年

〃56年

〃57年

〃57年

〃57年

〃57年

〃58年

〃58年

〃58年

〃58年

〃58年

〃58年

〃59年

〃59年

〃59年

〃59年

〃59年

〃59年

〃59年

〃60年

〃60年

〃60年

105

74

85

64

74

60

55

76

64

60

78

194

76

70

168

86

63

190

90

37

169

47

114

37

68

66

48

62

64

48

96

71

48

76

56

64

82

46

162

84

68

80
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特集:脳 卒中の理学療法(第5回 現職者講習会)

特集:第10回 学会 ・長期講習会

特集:車 椅子

特集:コ ミュニティ ・ケア

特集:関 節症 ・腰痛症

特集:ADL

特集:歩 行

特集:バ イオフィードバ ック

特集:第12回 全国研修会

特集:呼 吸器疾患の理学療法

特集:第13回 学会演題抄録

特集:第13回 全国研修会(評 価)

特集:第14回 学会

特集:第14回 全国研修会

特集:日 本のPTの 原点を振 り返って

特集:第15回 学会

特集:第15回 全国研修会

特集:第16回 学会

特集:第16回 全国研修会

臨時増刊号特集:股 関節疾患のすべて

特集:第17回 学会演題抄録

特集:〃

特集:WCPT

特集:第17回 全国研修会

特集:第18回 学会演題抄録

特集:第18回 全国研修会「評価と記録」

特集:第19回 学会

特集:ACPT

特集:第19回 全国研修会
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〃4号

〃5号

〃6号

〃 学会特別号

第13巻1号

〃2・3号

〃4号

〃5号

〃6号

〃 学会特別号

第14巻1号

//

ii

ii

ii

ii

ii

第15巻1号

〃

〃

!ノ

ii

Zノ

2号

3号

4号

5号

6号

学会特別号

//

第16巻1号
//

//

ii

ii

//

2号

3号

4号

5号

6号

学会特別号

ii

索引号

第17巻1号
//

ii

!ノ

ii

Zノ

2号

3号

4号

5号

6号

学会特別号

!ノ

第18巻1号

〃2号

〃3号

〃4号

2号

3号

4号

5号

6号

学会特別号

〃60年

〃60年

〃60年

〃60年

〃61年

〃61年

〃61年

〃61年

〃61年

〃61年

〃62年

〃62年

〃62年

〃62年

〃62年

〃62年

〃62年

〃63年

〃63年

〃63年

〃63年

〃63年

〃63年

〃63年

平 成元年

〃 元年

〃 元年

〃 元年

〃 元年

〃 元年

〃 元年

〃 元年

〃2年

〃2年

〃2年

〃2年

〃2年

〃2年

〃2年

〃3年

〃3年

〃3年

〃3年

86

66

82

183

88

166

60

60

70

179

74

96

112

67

72

64

216

74

153

73

82

67

109

267

69

87

71

86

83

86

276

135

79

73

185

85

81

90

423

93

88

186

98

特集:第20回 学会

特集:第20回 学会

特集:第20回 全国研修会

第21回日本理学療法士学会誌

特集:第21回 学会

特集:第21回 全国研修会

特集:第22回 学会

第22回 日本理学療法士学会誌

特集:第22回 全国研修会

特集:第23回 学会

第23回 日本理学療法士学会誌

特集:第23回 全国研修会

特集:第24回 学会

第24回 日本理学療法士学会誌

特集:第24回 全国研修会

特集:第25回 学会

第25回 日本理学療法士学会誌

特集:第25回 全国研修会
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〃5号

〃6号

〃 学会特別号

第19巻1号
ii

ii

Zノ

!ノ

ii

//

iノ

第20巻1号

//

!ノ

Zノ

ii

ii

!ノ

ii

2号

3号

4号

5号

6号

7号

学会特別号

//

第21巻1号

//

//

!ノ

!ノ

//

//

!ノ

//

2号

3号

4号

5号

6号

7号

8号

学会特別号

2号

3号

4号

5号

6号

7号

8号

学会特別号

〃3年89

〃3年109

〃3年374

〃4年101

〃4年91

〃4年158

〃4年92

〃4年86

〃4年85

〃4年68

〃4年450

〃5年68

〃5年52

〃5年90

〃5年62

〃5年70

〃5年72

〃5年72

・
〃5年67

〃5年477

〃6年63

〃6年112

〃6年73

〃6年52

〃6年55

〃6年52

〃6年47

〃6年134

〃6年506

特集:第26回 学会

第26回 日本理学療法士学会誌

特集:第26回 全国研修会

特集:第27回 学会

第27回日本理学療法士学会誌

特集:第27回 全国研修会

特集:第28回 学会

第28回日本理学療法士学会誌

特集:第28回 全国研修会

特集:第29回 学会

第29回日本理学療法士学会誌

3.会 員 名 簿

昭和43年(1968)7月 発 行

昭和44年(1969)11月 発 行

昭和45年(1970)7月 発 行

昭和46年(1971)7月 発 行

昭和49年(1974)4月 発 行

昭和52年(1977)8月 発 行

昭和58年(1983)4月 発 行

昭和61年(1986)4月 発 行

昭和63年(1988)8月 発 行

平成3年(1991)9月 発 行

平成6年(1994)12月 発 行

*昭 和41年 か ら44年迄はニュース内への掲載であり,会 員名簿として発

行されたのは昭和46年 か らであり,以 降,原 則 として3年 に一度,定

期的に発行

*会 員名簿発行後の会員の勤務先変更,勤 務先名称変更はニュース内で

毎号掲載されているが,昭 和59年10月 以降より,会 員数の増加に伴い

第9回(3月,10月)に 別冊の形で一括 して編集する方針となっている。

この別冊は広報部の編集責任で発行 されていたが,会 員数の増加や,移

動,転 居,事 務局のコンピュータ導入 と事務上の管理の関係で昭和61

年3月 より別冊発行 も事務局扱いとなる。
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4.学 会誌

第3回 日本理学療法士学会誌

//4回

5回

6回

7回

8回

9回

10回

11回

12回

ii

ii

ii

ii

//

//

ii

ii

昭和43年

〃44年

〃45年

〃46年

〃47年

〃48年

〃49年

〃50年

〃51年

〃52年

5.全 国研修会誌

第4回 全国研修会誌

第5回 全国研修会誌

第6回 全国研修会誌

第21回全国研修会誌

第22回全国研修会誌

第23回全国研修会誌

第24回全国研修会誌

第25回全国研修会誌

第26回全国研修会誌

第27回全国研修会誌

第28回全国研修会誌

第29回全国研修会誌

"脳卒中"

"フ
ァシリテーション ・テクニック"
"リスク管理"

PTの ための最新医学

理学療法の有効性

痛みに対する理学療法の可能性

理学療法の領域と可能性

理学療法の専門性

運動療法における装具を考える

呼吸と理学療法

理学療法の課題 と展望

臨床運動学 と理学療法

昭和45年

〃46年

〃47年

〃61年

〃62年

〃63年

平 成元年

〃2年

〃3年

〃4年

〃5年

〃6年

6.そ の他出版物

文献抄録N().1片 マヒ第1集
〃 〃2集

〃Vol2 .No.1下 肢の術後装着義肢

臨床実習教育の手引き
〃 第2版

演題索引集(学 会20周 年記念出版)

理学療法白書

理学療法パ ンフレット

理学療法の しおり

理学療法パンフレット

日本理学療法士協会十年史

沈黙の医療戦士(医 療技術者の実態と役割)

日本医療技術者団体連絡協議会編 山手書房

家庭でできる機能訓練 全7冊 ・別冊1

厚生省保健医療局老人保健部老人保健課監修

昭和44年

〃45年

〃47年

〃52年

〃58年

〃60年

〃60年

〃44年

〃51年

〃59年

〃50年

〃50年
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日本理学療法士協会 ・日本作業療法士協会編

日本理学療法士協会二十年史

老人の地域 リハ ビリテーション

地域理学療法マニュアル

理学療法白書1990

地域 リハビリテーション講義 と報告

臨床実習の手引き 第3版

新人教育プログラム教本

くパンフレット〉

理学療法士になりたいあなたに

日本理学療法士協会入会案内

保健同人社 昭和59年
〃62年3月

〃63年10月

平成元年9月
〃3年3月

〃3年5月

〃4年7月

〃6年4月

〃4年4月

〃5年1月

鑛 職曝籔 藏
懇鐵難
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各士会の出版活動

出版物の名称 創刊号年月 現在の号数 最新号発行年月日 平成6年発行回数

北海道 北海道理学療法(定)
ニユース 「Northerner」(定)

北海道士会15年 史

札幌 ユニバ ーシアー ド冬季大会■選手村理学療法室記一
パ ンフ レッ ト 「理学療法士 って何か知 って いますか?」

昭和59年11月

昭和46年2月

昭和59年3月

平成4年3月

平成3年9月

11

71

平成6年10月22日

平成6年11月30日

1

6

青 森 青森理学療法士会ニュース(定)
青森県理学療法士会誌 「理学療法研究」(定)

昭和56年4月

昭和58年12月

144

11

平成6年11月18日

平成5年8月31日

12

1

秋 田 秋田県理学療法士会会誌

秋田県理学療法士会誌(定)

秋田県士会創立20周年記念誌
パンフレット:士会20年の歩み

パンフレット:理学療法士

パンフレット:理学療法ってなんですか

理学療法士ってどんなひと?

秋田県理学療法士会ニュース(定)

昭和58年12月

平成3年12月

平成5年3月

平成4年3月

平成4年7月

平成6年10月

昭和49年11月

廃 刊

2巻1号

42

平成6年3月

平成6年10月22日 4

岩 手 岩手県士会ニュース(定)
岩手県理学療法士会学術誌(定)
創立20周年記念誌

昭和57年

平成5年3月

平成2年6月

30

2

平成6年2月22日

平成6年3月

2

1

宮 城 士会ニュース(定)
理学療法の歩み(定)

宮城県士会15年のあゆみ

宮城県理学療法士会20周年記念誌

宮城県理学療法士会集団会誌

昭和52年10月

平成元 年12月

昭和58年11月

平成元年3月

昭和59年12月

48

5

平成6年9月30日

平成6年3月1日

6

1

山 形 山形県理学療法士会誌(定)
PTニ ュース(定)

昭和61年5月

昭和62年7月

7

19

平成6年7月31日

平成6年6月20日

1

3

福 島 福島県理学療法士会NEWS(定)

創立25周年記念誌

昭和61年4月

平成6年3月

30 平成6年10月31日 3

茨 城 茨城理学療法士会ニュース(定)
県士会だより

茨城県理学療法士会インフォメーション(定)
理学療法広報パンフレット

茨城県理学療法士 ・作業療法士学会誌(定)

茨城県総合リハビリテーション学会誌

茨城県理学療法士会学術誌(定)

昭和61年6月

昭和63年5月

平成元年5月

平成7年1月

平成3年11月

平成6年

平成3年9月

17

4

32

3

4

平成6年7月25日

平成元年2月6日

平成6年10月31日

平成5年10月1日

平成6年10月1日

2

5

1

栃 木 士会ニュース(定) 昭和54年 24 平成6年11月4日 6

群 馬 群馬県理学療法士会ニュース(定)
理学療法群馬(定)

老人保健法機能訓練推進特別モデル事業報告

昭和60年2月

平成2年3月

平成5年3月

40

5

平成6年12月1日

平成6年3月31日

4

1

埼 玉 埼玉県理学療法士会報(定)

埼玉理学療法
二十年史

埼玉地域リハビリテーション研修会誌

昭和60年9月

平成5年12月

平成4年3月

平成2年3月

39

2

2

平成6年10月31日

平成6年11月10日

平成5年3月31日

4

千 葉 千葉県理学療法士会ニュース(定)
千葉県理学療法士会誌(定)
15周年記念誌

20周年記念誌

昭和59年3月

昭和62年12月

昭和62年3月

平成4年3月

56

5

平成6年10月25日

平成6年5月1日

5

東 京 十五周年記念誌
二十年史

東京都理学療法士会ニュース(定)
理学療法士便覧(定)

理学療法進歩と展望(定)

昭和60年3月

平成2年3月

昭和44年

昭和63年

昭和60年

93

7

9

平成7年3月25日

平成6年11月25日

平成6年9月20日

5

1

1

神奈川 神奈川県理学療法士会ニュース(定)
会 報

理学療法一技術と研究一(定)

昭和46年6月

昭和49年3月

昭和58年

141

廃 刊

21

平成7年1月

昭和57年

平成6年3月

6

1

新 潟 新潟県士会ニュース(定)
創立20周年記念誌

地域理学療法症例集

昭和56年9月

平成3年12月

平成5年3月

67 平成6年10月1日 4
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出版物の名称 創刊号年月 現在の号数 最新号発行年月日 平成6年発行回数

富 山 富山県士会ニュース(定) 昭和58年5月 平成6年9月1日 4

富山県理学療法士会学術誌(定) 平成元年 平成5年10月 1

富山県士会10周年記念誌 昭和58年3月

富山県通所 リハ ビ リマ ップ 平成3年

二十年史「翔」 平成5年3月

地域 リハ ビ リテーシ ョンを考え る 平成2年

石 川 ニユース(定) 昭和56年6月 40 平成6年9月15日 4

福 井 福井県理学療法士会ニュース(定) 昭和59年4月 51 平成6年10月31日 5

追 求

山 梨 山梨県理学療法士会ニュース(定) 昭和49年12月 63 平成6年9月 4

山梨県理学療法士会創立十周年記念誌 昭和57年7月

山梨県理学療法士会創立20周年記念誌 平成3年7月

長 野 理学療法研究 ・長野(定) 昭和48年8月 22 平成6年3月1日 1

長野県理学療法士会ニュース(定) 昭和47年8月 102 平 成6年10月20日 6

創立10周年誌 昭和56年11月

創立20周年誌 平成3年10月

静 岡 静 岡県理学療法士会 ニ ュース 「ひゆまにて」(定) 昭和53年10月 53 平成6年12月10日 4

人工関節の理学療法 昭和56年12月

静岡県理学療法士会学術誌(定) 平成元年 3

二十年史 平成2年

岐 阜 ニ ュース 「らいち ょう」(定) 昭和59年 30 平成6年8月20日 4

岐阜県理学療法士会学術誌(定) 平成5年 1 平成5年12月 1

愛 知 愛知県理学療法士会ニュース(定) 昭和58年6月 68 平成6年10月28日 6

愛知県理学療法士会誌(定) 昭和63年8月 6巻2号 平成6年9月30日 2

愛知県理学療法士会広報 昭和54年

三 重 士会ニュース(定) 4

理事会報告
15周年記念誌 平成6年10月

三重県PT・OT学 会誌(定) 平成2年5月 5 平成6年5月 1

京 都 京都理学療法士会ニュース(定) 昭和46年 169 平成6年9月1日 3

京都理学療法士会会誌(定) 昭和46年 23 平成6年10月1日 1

京都理学療法士会15周年記念誌 昭和61年

機能訓練 マニュアル 昭和63年

規約改正及び京都理学療法士会諸規定綴り 平成元年

滋 賀 滋賀県理学療法士会会誌(定) 昭和52年6月 13 平 成6年3月31日 1

滋賀県理学療法士会ニュース(定) 昭和55年11月 66 平成6年10月1日 6

十年のあゆみ 昭和61年3月

奈 良 奈良県理学療法士会ニュース(定) 昭和56年4月 66 平成6年9月7日

奈良県理学療法士会会誌 1

和歌山 和歌山県理学療法士会ニュース(定) 昭和60年11月 36 平成6年10月 6

和歌山学会誌(定) 平成元年1月 6 成6年3月 1

大 阪 大阪府理学療法士会誌(定) 昭和46年3月 22 平成5年12月31日 1

大阪府理学療法士会ニュース(定) 昭和48年8月 126 平成6年9月30日 6

臨床実習教育(1984～1988年 までのま とめ) 平成2年2月

脳卒 中後遺症者 に対 す る リハ ビ リテー ションサ ービス実 平成3年3月

態調査

呼吸関連 機器マニ ュアル 平成4年2月

十五年史 昭和57年3月

二十年史 昭和62年3月

兵 庫 士会だより(定) 昭和51年 55 平成7年7月 6

15周年記念誌 昭和57年

Mobilization 昭和57年

骨 ・関節X線 像のみかた 昭和60年

理学療法士のための心電図 昭和62年3月

地域理学療法 昭和62年3月

呼吸と口腔周辺機能 昭和63年3月

肩の痛みに対する理学療法 昭和63年8月

老 人 平成元年7月

兵庫県理学療法士会会誌 昭和52年

兵庫県理学療法士会学術誌 平成4年3月 廃 刊

理学療法兵庫(定) 平成7年8月 1
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出版物の名称 創刊号年月 現在の号数 最新号発行年月日 平成6年発行回数

岡 山 岡山士会ニュース(定) 昭和52年4月 41 平成6年6月28日 3
理学療法岡山(定) 昭和52年3月 14 平成6年3月15日
20周年記念誌 昭和61年10月

広 島 広島県理学療法士会ニュース(定) 昭和46年4月 117 平成7年3月31日 6

広島理学療法学(定) 平成4年3月 4 平成7年3月10日 1

創立20周年記念誌 平成3年3月
脳卒中運動療法研修会誌1 昭和63年3月
脳卒中運動療法研修会誌Ⅱ 平成元年2月
℃P研修会講義集 平成元年3月
学術部 「研修会録」 平成2年3月
退院報告 マニュアル 平成4年2月
ThePhysiotherapysupportofAsianGames 平成5年12月

鳥 取 鳥取県理学療法士会ニュース(定) 昭和58年9月 25 平成6年10月 3

島 根 士会ニュース(定) 昭和59年7月 24 平成6年12月22日 1

山 口 山口県理学療法士会ニュース(定) 昭和60年 9巻2号 平成6年9月 4

山口県理学療法士学会学会誌(定) 昭和63年 5 平成6年3月
設立20周年記念誌 平成4年1月

徳 島 徳島県理学療法士会会誌(定) 昭和62年 7 平成6年9月 3
士会20年誌
ニユース(定) 昭和62年 31 平成6年10月 10

高 知 高知県士会ニュース(定) 昭和54年9月 8 平成6年10月1日 6

高知県士会創立20周年記念誌 平成3年

香 川 香川県士会ニュース(定) 昭和60年12月 23 平成6年10月31日 3

愛 媛 理学療法えひめ(定) 昭和62年3月 8 平成6年3月31日 1
士会ニュース(定) 昭和52年7月 45 平成6年7月1日 2

福 岡 福岡県理学療法士会広報(定) 昭和48年5月 6
福岡県理学療法士会学術誌(定) 1
生涯学習マニ ュアル 平成6年2月

長 崎 長崎県理学療法士会ニュース(定) 昭和54年1月 60 平成5年2月 4

熊 本 広報誌 「かくどけい」(定) 昭和59年7月 39 平成6年11月30日 4
理学療法運営の手引き 昭和62年

大 分 大分県理学療法士会ニュース「あおそら」(定) 昭和56年6月 49 平成6年11月 6
老人保健法に基づく機能訓練事業のまとめ 平成3年4月
DYJOC-Trainingの 実 際 平成5年2月
社会保険について 平成5年4月
大分県理学療法士会20周年記念誌 平成5年6月

佐 賀 広報 「はがくれ」(定) 昭和59年7月 17 平成6年10月 3

佐賀県士会十年誌 平成3年11月
理学療法管理 ・運営 マニュアル 平成4年10月
佐賀県理学療法士会学会誌(定) 平成5年3月 2 平成6年3月20日 1

宮 崎 宮崎県士会ニュース(定) 昭和58年10月 26 平成5年3月4日
社団法人宮崎県理学療法士会報(定) 平成6年7月 1 平成6年7月27日 1

創立15周年記念誌 平成元年4月

鹿児島 鹿児島県理学療法士会ニュース(定) 昭和60年5月 25 平成6年7月3日 3

老健法に基づく機能訓練マニュアル 平成2年5月
通所訓練マツプ 平成2年5月
鹿児島県理学療法士学会誌(定) 昭和63年 7 平成6年 1

沖 縄 県士会15年史 平成2年5月
法人設立記念誌 平成4年3月
県士会ニュース(定) 昭和60年2月 113 平成7年3月 12

注:昭 和58年4月 ～平成6年3月 迄の出版物の リス トを各都道府県士会に提出 して もらった もの。

昭和58年3月 以前について は 「20年史」に記載。(定)は 定期的に発行 されてい るもの。
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調査 ・報告書・一覧

期 日 各部 ・委員会 タイトル及び内容 掲 載 物 備 考

S.41.10.1 学術部 研修会に関するアンケート調査 協会 ニュースNo.2 44名解答

研修内容,時期 ・期間,内容別

希望講師,希望事項にっいて

S.43.5.30 企画調査部 国内PT養 成機関の実態調査(5校) 協会 ニュースNo.12

WCPTか らの依頼

カ リキュ ラム,科 目内容,教 師

構成等について

S.43.12.31 調査部 理学療法士実態調査(中 間報告) 協会ニ ュースNo.19

ア ンケー ト回収率63.8%

S.46.8.31 調査部 学会部門別 ・PT.OT誌 自由購読につ 協会ニ ュースNo.32

いてのア ンケー ト調査

中間報告66%

S.46. 調査部 理学療法に関する診療保険点数のア 第1回 総会 ・代議員会資料

ンケー ト調査

S.46. 広報部 一般 の人 達の リハ ビリテーシ ョンに 第1回 総会 ・代議員会資料

対する意識調査

S.47.2. 調査部 理学療法実態調査 第2回 総会 ・代議員会資料

S.47. 東京都特養老人ホーム派遣部会 特養理学療法実態調査 第2回 総会 ・代議員会資料

S.48. 調査部 アンケー ト調査(協 会 にっ いて,「臨床 第3回 総会 ・代議員会資料

理学療法」について等)

S.50.2.22 規約審議委員会 定款細則改正についての答申 第4回 総会 ・代議員会資料

S.50. 調査部 国公立の採用の条件の調査 協 会ニ ュースNo.56

S.50. 身分部 身分制度に対する意向調査 第5回 総会 ・代議員会資料

S.51,1.1 身分部 業務制限についてのアンケート集計 協会ニ ュースNo.57

報告

S.51.1. 調査部 地方自治体における新卒理学療法士 第5回 総会 ・代議員会資料

の給与並びに格付基準

S.51. 調査部 昇給停止者の実態調査 第6回 総会 ・代議員会資料

民間病院における新卒理学療法士の

給与基準に関する調査

S.52,1,30 調査部 昭和52年度新卒理学療法士の給与調 協会 ニュースNo.71

査 協会 ニュースNo.71

昭和52年度における理学療法実態調

査

S.52. 学術部 士会学術部に対するアンケート調査 全国学術部長会議(九 州) 第7回 総会 ・代議員会資料

S.53.3.11 規約審議委員会 規約審議委員会答申 第7回 総会 ・代議員会資料

S.53. 調査部 理学療法士待遇調査 第8回 総会 ・代議員会資料

新卒理学療法士給与調査

S.53. 教育部 全国臨床実習地の機能実態の調査 第8回 総会 ・代議員会資料

S.53.7.1 学術部 士会研修会調査(片 麻痺 ・整形外科 協会 ニュースNo.72
・CP他)回 答率81 .4%

S.54.1. 調査部 理学療法士待遇調査 協会ニ ュースNo.78 第9回 総会 ・代議員会資料

新卒理学療法士の給与調査及び待遇 協会ニ ュースNo.78

の調査

資格を有 しない理学療法従事者の実

態調査(回 答率67.8%)

初号制限問題の調査
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期 日 各部 ・委員会 タイトル及び内容 掲 載 物 備 考

S.55.1.10 調査部 昭和54年度新卒理学療法士の給与実 協会ニ ュースNo.85

態調査

S.55. 教育部 臨床実習施設の実態調査 第10回総会 ・代議員会資料

S,55,9,1 教育規定委員会 養成校(19校)を 対象にア ンケー ト 協会ニ ュースNo.85

による実態調査

S.56.3.20 規約審議委員会 規約審議委員会答申 第10回総会 ・代議員会資料

S.56.12.4 会館建設委員会 会館建設委員会答申 協会 ニュースNo.94 第10回総会 ・代議員会資料

S.57. 調査部 各都道府県の今後10年間に於ける理 第12回総会 ・代議員会資料

学療法士の必要数に関するアンケー

ト調査

S.57.3.1 老人福祉部 特別養護老人ホームに対するPT 協会 ニュースNo.96

実施状況調査(士 会長対象) 第11回総会 ・代議員会資料

S.57.3.1 老人福祉部 地域 リハ ビ リテー ション活動実 施状 協会 ニュースNo.99

況

S.57.3.29 表彰審査会 被表彰者推薦についての答申 第11回総会 ・代議員会資料

S.57. 教育部 第8回東京地区長期講習会受講者追跡 第12回総会 ・代議員会資料

調査報告→各PT養 成施設 ・学校

S.57. 身分部 調整額獲得のための調査 協会二3スNo.101

S.57.12.5 会館建設委員会 会館建設委員会答申 協会ニュースNo.100 第12回総会 ・代議員会資料

S.57.12.15 教育部 教育部の現状と展望(金 子) 理学療 法学vol.9No.3

S.57.12.15 身障スポーッ委員会 身障スポーッ委員会の活動と将来の 理学療法学vol.9No.3

展望(中 川)

S.58. 調査部 救護施設に関する調査 第13回総会 ・代議員会資料

S.58. 学術部 第1回アンケート:全国研修会及び学 第13回総会 ・代議員会資料回

術部活動についての要望事項調査 収率30%

(各学術部長宛)

第2回アンケート:国内留学の要望状 第13回総会 ・代議員会資料

況と研修受け入れ施設の可能性にっ 回収率30%
いて(各 学術部長宛)

S.58.12.1 調査部 PT養 成校に寄せられた求人の状況調 協会 ニュースNo.105

査(22校)

S.59.2.1 老人福祉部 PTの 老健法に関する対応についての 協会ニ ュースNo.106

ア ンケー ト調査

S.59.2.1 調査部 昭和57年度PT校 卒業者の求人就職状 協会ニ ュースNo.106

況

S.59.4.1 調査部 本協会の男女別地域別年齢分布 協会ニ ュースNo.107

S.59. 身分部(待 遇) 2等級受給者及び技師長(国 家公務 第14回総会 ・代議員会資料

員)の 調査

S.59. 身分部(業 務独占) 業務独占 ・開業権に関するアンケー 第14回総会 ・代議員会資料

ト調査

S.59.6.10 学会企画部(学 術部) 会員の実態と志向性に関する意識調 理学療法学vol.11No.3

査(第1報)

S.59.8.1 会館建設委員会 会館建設委員会答申 協会 ニュースNo.110 第14回総会 ・氏議員会資料

S,59,8.10 理学療法白書委員会 理学療法士実態調査報告 理学療法学vol.11No.4

S.59.10.1 調査部 昭和58年度養成校卒業者の求人 ・就 協会 ニュースNo.110

職状況
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期 日 各部 ・委員会 タイトル及び内容 掲 載 物 備 考

S.60.2.28 渉外部 日本医療技術者団体連絡協議会再建 第14回総会 ・代議員会資料

委員会報告書

S.60.6.10 スポー ッ委員会 「理学療法(士)と スポーッ」調査報 理学療法学vo1.12No.3

告

S.60.6.10 保険部 診療報酬に関するアンケー ト報告 理学療法学vol.12No.3

S.60. 調査部 PTの 将来と職業 ・生活設計に関する 理学療法学vol.12No.4

調査報告(1)

(40歳 以上のPTに つ いて)

S.60. 会館建設委員会 会館建設に関する調査 第15回総会 ・代議員会資料事

務局保存(資 料)

S.60. 身分部 米国以外の諸外国のPT教 育制度にっ 第15回総会 ・代議員会資料

いての調査

S.60. 身分部(四 年制) 国内の四年制の看護学校カリキュラ 第15回総会 ・代議員会資料
ムについての調査

S.60. 身分部 開業権独占権に関するアンケート調 第15回総会 ・代議員会資料

査

S.60. 身分部(待 遇) 初号制限調整額の現状把握のための 第15回総会 ・代議員会資料

調査

S.60. 学術部 物理療法の効果 と機器に関する実態 第15回総会 ・代議員会資料

調査(455ヶ 所)

S.60.8.10 規約審議委員会 理学療法士賠償責任保険の検討にっ 理学療法学vol.12No.4

いて(中屋)

S.60.10.1 身分部(待 遇改善部会) 公務員給与改定の勧告について 協会 ニュースNo.116

(第一報)

S.60.12.1 調査部 昭和59年度全国の求人 ・就職状況 協会 ニュースNo.117

(一部報告,求人施設と求人数)

S.61.2.1 調査部 昭和59年度養成校卒業者の求人 ・就 協会 二3スNo.118

職状況

S.61.2.10 評価検討委員会 評価検討委員会の歩み 理学療法学vol.13No.1

S.61.4.1 理学療法白書委員会 理学療法白書発送先 リスト 協会 ニュースNo.119

S.61.4.1 広報部 昭和61年度養成校志願者状況 協会 ニュースNo.119

S.61.6.10 老人福祉部 地域 リハ ビ リテー ションと理 学療法 理学療法学vol.13No.4

士(溝 呂木 ・香川)

S.61.6.10 会館建設委員会 会館建設の必要性について(大 内) 理学療法学vol.13No.4

S.61.6.10 調査部 PTの 将来と職業 ・生活設計に関する 理学療法学vol.13No.4

調査報告(Ⅱ)

(20歳 代以上のPTに つ いて)

S,61. 規約審議委員会 規約審議委員会答申 第16回総会 ・代議員会資料

S.61. 会館建設委員会 会館建設委員会答申 第16回総会 ・代議員会資料

S.61. 財政基盤検討委員会 財政基盤検討委員会答申 第16回総会 ・代議員会資料

S.61.10.10 身分部類似職種対応委員会 類似職権にっいての調査 理学療法学vol.13No.6

S.61.12.20 調査部 昭和57～60年度就職者数(新 卒者) 協会ニ ュー スNo.123

S.61.12.20 身分部 四年制大学推進に向けてのアンケー

ト

協会ニ ュースNo.123

S,62,2,10 調査部 昭和60年度(61年3月)養 成校卒業者 協会ニ ュースNo.124

の求人 ・就職状況



208

期 日 各部 ・委員会 タイ トル及び内容 掲 載 物 備 考

S.62.2.10 教育部 指定規則改正最終試案 協会 ニュースNo.124

S.62.2.10 保険部 運動療法施設基準の一部改正に関す 協会 ニュースNo.124

る反対運動の経過報告

S.62.3.10 組織検討委員会 組織検討委員会答申 第17回総会 ・代議員会資料

S.62.4.20 会館建設委員会 会館建設委員会答申 協会 ニュースNo.125

S.62.4.20 教育部 指定規則改正最終案 協会 ニュースNo.125

S.62.4.20 広報部 昭和62年度養成校志願者数調査 協会 ニュースNo.125

S.62.6.20 20周年記念事業準備委員会 協会20周年記念事業報告 協会 ニュースNo.126

S.62. 組織検討委員会 今後の協会のあり方 ・本部 と士会と 第17回総会 ・代議員会資料

の関係 につ いて のアンケー ト調査

S.62. 定款細則審議委員会 全国士会長会議のあり方に対する答 第17回総会 ・代議員会資料

申

S.62. 診療報酬委員会 診療報酬改訂に関するアンケート 第17回総会 ・代議員会資料

S.62. 卒前教育部 PTカ リキ ュ ラム改正 に関 す るア ン 第17回総会 ・代議員会資料

ケ ー ト

S.62. 法規検討委員会 理学療法の定義に関する答申 第17回総会 ・代議員会資料

S.62. 総務部 過去5年間の代議員会提出議題の推移 第17回総会 ・代議員会資料

と協会の対応報告

S.62. 士会組織強化部 協会未加入者の実態調査 第17回総会 ・代議員会資料

少数会員士会の実態調査

士会費および士会運営費の調査

S.62. 卒後教育部 国内留学の要望と研修受け入れの調 第17回総会 ・代議員会資料

査

S.62. 障害者福祉部 老人保健法による機能訓練事業およ 第17回総会 ・代議員会資料

び訪問指導事業の実態調査

S.62. 障害児福祉部 小児科領域理学療法士配置状況調査 第17回総会 ・代議員会資料

等級状況及び疾患病態像調査

S.62. 健康増進部 健康増進事業に関わる認定団体の動 第17回総会 ・代議員会資料

向調査

S.62. 調査資料部 白書2版に対する要望意見の郵送調査 第17回総会 ・代議員会資料

S.62.8.10 調査部 理学療法士雇用に関する調査 理学療法学vol.14No.4

理学療法士未雇用病院について

S.62.10.10 教育部 第1回理学療法教育研究会報告 理学療法学vol.14No.5

S.62.10.10 調査部 養成校卒業者の求人 ・就職状況4年間 理学療法学vol.14No.5

(昭 和57～60年 度)の 動向

S.62.10.20 健康増進部 「健康運動指導者」養成に関する見解 協会ニ ュースNo.128

S.62.12.20 卒前教育部 PT・OT養 成施設指定規則改訂経過 協会ニュースNo.129

報告

S.63.1.10 卒前教育部 第2回理学療法教育研究会報告 理学療法学vo1.15No.1

S.63.2.20 卒前教育部 PT教 育指定規則改訂にむけての報告 協 会ニュースNo.130

S.63.2.20 調査資料部 「白書2版発刊に向けての集い」の報告 協会ニュースNo.130

S.63.3.31 卒前教育部 PT教 育指定規則改訂にむけての報告 協 会ニュースNα131

S.63.3.31 広報部 昭和63年度理学療法士養成校志願者 協 会ニュースNo.131

数調査
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期 日 各部 ・委員会 タイ トル及び内容 掲 載 物 備 考

S.63.5.10 老人福祉部 地域 リハ ビ リテー ションに関す るア 理学療法学vol.15No.3

ンケート調査結果

S,63,5,10 福祉部 昭和62年度身体障害者(児)実 態調 理学療法学vol.15No,3

査結果について

S.63.5.10 調査資料部 昭和61年度(62年3月)養 成校卒業者 理学療法学vo1.15No.3

の求人 ・就職状況

S.63.6.18 学会評議員会 学会の運営と評議員会の機能運営に 協会ニ ュー スNo.132 第17回総会 ・代議員会資料

関す るア ンケー ト調査

S.63.6.18 卒後教育部 国内留学の要望と研修受け入れの調

査

協 会 ニ ュー スNo.132,135 第18回総会 ・代議員会資料

S.63. 財政基盤検討委員会 財政基盤検討委員会答申 第18回総会 ・代議員会資料

S,Cz3, 連盟検討委員会 連盟結成 のメ リッ トとデメ リッ トの 全国士会長会議 第18回総会 ・代議員会資料

調査

S.63. 定款細則審議委員会 士会長会議運営要綱の答申 第18回総会 ・代議員会資料

各士会の定款細則の調査

S.63. 会館建設委員会 研修 セ ンターに関するア ンケー ト 第18回総会 ㌔代議員会資料

S.63. 診療報酬委員会 診療報酬改訂1年後の動向調査 第18回総会 ・代議員会資料

診療報酬に関する意識調査

初任給調査

S,63, 学術資料部 各都道府県士会の教材調査 第18回総会 ・代議員会資料

S.63. 卒後教育部 全国研修会,現 職者講習会等に関す 第18回総会 ・代議員会資料

る需要調査

S.63. 総務部 協会新組織の機能 と事務局の現況の 中堅士会役員講習会 第18回総会 ・代議員会資料

分析報告

S.63. 障害者福祉部 行政機関関係に勤務する理学療法士 第18回総会 ・代議員会資料

の状況と意識について

兵庫県下の機能訓練事業における参

加者の状況と意識について

S.63. 障害児福祉部 小児理学療法士配置状況調査 第18回総会 ・代議員会資料

障害児疾患病態像調査

S.63. 健康増進部 理学療法士活動の境界領域に関する 第18回総会 ・代議員会資料

調査

医療機関におけるスポーツ外傷 ・障

害の理学療法に関する調査

S.63.8.15 連盟検討委員会 政治連盟設立に関するアンケート調 協会 ニュースNo.133 第17回総会 ・代議員会資料

査結果報告

S.63.8.15 卒前教育部 理学療法士教育指定規則改訂報告 協会 ニュースNo.133

S.63.10.15 老人福祉部 ・障害者福祉部 地域 リハ ビ リテー ションマニ ュアル 協会 ニュースNo.134

卒前教育部 作成検討委員会会議概要報告

S.63.10.15 調査資料部 昭和62年度求人就職調査報告 協会 二3スNo.134

S.63.10.15 卒後教育部 昭和62年度現職者講習会報告 協会 ニュースNo.134

S.63.11.10 卒前教育部 第3回理学療法教育研究会報告 理学療法学vol.15No.6

旺 元.2.15 理学療法士業務指針検討委員会 業務指針の作成と検討委員会の発足 協会ニ ュースNo.136

について

H.元.3.10 士会組織強化部 青年層会員の協会に対する意識調査 理学療 法学vol.16No.2

報告

H.元.3.31 広報部 平成元年度志願者数調査結果 協会 ニュースNo.137
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期 日 各部 ・委員会 タイトル及び内容 掲 載 物 備 考

一
H.兀.3.31 表彰審査委員会 表彰に関するアンケート調査結果報

告

協 会ニュースNo.137 第18回総会 ・代議員会資料

一
H.兀.5.10 調査資料部 昭和62年度(63年3月)養 成校卒業者 理学療法学vol.16No.3

の求人就職状況

一
H.兀.5.10 研究開発部 温熱療法の現状について 理学療法学vol.16No.3

ア ンケー ト調査よ り

H.元. 組織検討委員会 組織のあ り方に関す るアンケー ト 第19回総会 ・代議員会資料

旺 元. 財政基盤検討委員会 学会収支決算書の分析等の報告書 第19回総会 ・代議員会資料

H.元. 卒前教育部 長期講習会受講者に対するアンケー 第19回総会 ・代議員会資料

ト調査

臨床実習中の学生による担当患者の

事故損害賠償に関するアンケート

H.元. 連盟検討委員会 連盟検討委員会答申 第19回総会 ・代議員会資料

H.元. 診療報酬委員会 診療報酬に関するアンケート 第19回総会 ・代議員会資料

H.元. 理学療法士業務指針検討委員会 理学療法業務現況調査 第19回総会 ・代議員会資料

理学療法士業務指針案の作成につい

て

第19回総会 ・代議員会資料

H.元. 士会組織強化部 士会法人化への取り組み状況調査会 第19回総会 ・代議員会資料

員数100名 以下 の士 会へ のア ンケー

ト調査

全国士会長会議のあり方についての

ア ンケー ト調査

H.元. 卒後教育部 全国研修会改革に関するアンケート 第19回総会 ・代議員会資料

調査

H.元. 障害者福祉部 全国の中間施設(老 健施設)の 実態 第19回総会 ・代議員会資料

調査

身体障害者福祉施設の実態調査

H.元. 障害児福祉部 発達障害児を扱っている総合病院の 第19回総会 ・代議員会資料

実態調査

小児理学療法に関するアンケート調

査

H.元. 健康増進部 健康増進事業に関するアンケー ト調

査

第19回総会 ・代議員会資料

H.元.&20 老人福祉部 地域理学療法マニュアルの発刊につ 協会 二3スNo.139

いて

H.元.10.20 調査資料部 昭和63年度求人就職状況調査報告 協会 ニュースNo.140

H.元.ll.10 卒前教育部 第4回理学療法教育研究会報告 理学療法学vol.16No,6

H.元.11.10 卒前教育部 臨床実習指導者研修会報告(昭 和63 理学療法学vol.16No.6

年度)

H.2,1.10 調査資料部 昭和63年度(平 成元年3月)養 成校卒 理学療法学vol.17No.1

業者の求人就職状況

H.2.2.20 卒後教育部 国内留学の要望 と研修受け入れの調

査

協会 ニュースNo.142 第19回総会 ・代議員会資料

H.2.6.20 広報部 平成2年度志願者数調査結果 協会 ニュースNo.144

H.2. 士会組織強化部 士会法人化に関するアンケート 第20回総会 ・代議員会資料

全国士会長会議のあり方に関するア 第20回総会 ・代議員会資料

ンケ ー ト

H.2. 卒後教育システム検討委員会 卒後教育システム検討中間報告 第20回総会 ・代議員会資料
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期 日 各部 ・委員会 タイトル及び内容 掲 載 物 備 考

H.2. 学会評議員会 演題審査基準にっいてのアンケー ト 第20回総会 ・代議員会資料

調査

H.2. 広報部 士会広報に関するアンケー ト調査 第20回総会 ・代議員会資料

H.2. 連盟検討委員会 協会の連盟に関する活動の総括報告 第20回総会 ・代議員会資料

H.2. 障害者福祉部 老健施設に勤務するPTの意識調査 第20回総会 ・代議員会資料

身障者 スポ ーッに関す るア ンケー ト

調査老健施設に関する学生教育カ リ

キュラムの調査

H.2. 理学療法士業務指針検討委員会 理学療法士業務指針について 第20回総会 ・代議員会資料

H.2. 総務部 社団法人の概要 ・社団法人の機関と 全国士会長会議

その機能

H.2. 法規検討委員会 法137号 と理学療法業務の整合性に 第20回総会 ・代議員会資料

つ いて (A5版,66ペ ージ)

H.2.8.20 連盟検討委員会 連盟に関する中間報告 協会 ニュースNo.145

H.2.10.20 理学療法士業務指針検討委員会 理学療法士業務指針最終案 協会 ニュースNo.146

H.2.11.10 理学療法白書委員会 理学療法士実態調査報告 理学療法学vo1.17No.6

H.2.12.20 調査資料部 平成元年度求人就職状況調査報告 協会ニュースNo.147

H.3,1.10 理学療法業務推進委員会 隣接職種(1):健 康 スポーツに関する 理学療 法学vol.18No.1

各種認定制度の現況

旺3.1.10 調査資料部 平成元年度(2年3月)養 成校卒業者 理学療法学vol.18No.1

の求人 ・就職状況

H.3.2.20 卒後教育部 4年制大学に関する中間報告 協会ニ ュースNo.148

H.3.3.10 卒前教育部 第5回教育研究会報告 理学療法学vo1.18No、2

H.3.3.10 理学療法業務推進委員会 隣接職種(2):社 会福祉士及び介護福 理学療法学vol.18No.2

祉士にっいて

H.3.6.20 診療報酬検討委員会 運動療法施設承認申請マニュアル 協会ニ ュースNo.150

H.3. 士会組織強化部 士会法人化に関するアンケー ト 第21回総会 ・代議員会資料

全国士会長連絡協議会(仮 称)の 開 第21回総会 ・代議員会資料

催についてのア ンケ ー ト

H.3. 連盟検討委員会 本協会における連盟のあり方につい 第21回総会 ・代議員会資料

ての意見書

H.3. 国際渉外部 国内における開業PTの 実態調査 第21回総会 ・代議員会資料

H.3. 障害者福祉部 理学療法士と身体障害スポーツの関 第21回総会 ・代議員会資料

わ りにつ いての アンケー ト調査

身障 スポー ッに関わ った経験 のあ る

会員に対するアンケート調査

H.3. 老人福祉部 老人保健施設職員特別研修会受講者 第21回総会 ・代議員会資料

アンケー ト調査

H.3. 総務部 需給計画,開業PT・ 新設校の調査 第21回総会 ・代議員会資料

H.3. 調査資料部 学校 ・養成校に対する無料職業紹介 第21回総会 ・代議員会資料

所登録についての調査

H.3.8.20 理学療法士業務指針検討委員会 理学療法士業務指針案の修正と今後 協会 ニュースNo.151

の方針について

H.3.11.10 国内渉外部 理学療法士 ・作業療法士の需給計画 理学療法学vol.18No.6

の見直 し(理学療法士作業療法士に

関 す るア ンケー ト調査 の結果 にっい

て)
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H.3.11.10 理学療法業務推進委員会 理学療法士の身分 ・待遇について 理学療法学vol.18No.6

(国家公務員の場合)

H.3.12.20 調査資料部 平成2年 度求人就職状況調査報告 協会 ニュースNo.153

H.4.3.10 卒前教育部 第6回 教育研究会報告 理学療法学vol.19No.2

H.4.3.10 調査資料部 平成2年 度養成校卒業者の求人 ・就 理学療法学vol.19No.2

職状況

旺4. 地域事業推進部 卒後教育 システムのブロック対応に 第22回総会 ・代議員会資料
っいてのア ンケー ト調査

H.4. 卒前教育部 教科書 についてのア ンケー ト調査 第22回総会 ・代議員会資料

H.4. 生涯教育システム検討委員会 中間報告 第22回総会 ・代議員会資料

H.4. 学会評議員会 学会研究発表の倫理規定についての 第22回総会 ・代議員会資料

ア ンケー ト調査

学術発表用語にっいてのアンケート

調査

H.4. 老人福祉部 老人保健施設職員特別講習会受講者 第22回総会 ・代議員会資料

ア ンケー ト調査

H.4. 士会組織強化部 少数会員士会への今後の援助につい 第22回総会 ・代議員会資料

ての調査

旺4. 会館建設委員会 会館建設に対する意識調査 第22回総会 ・代議員会資料

H.4. 法規検討委員会 理学療法士法改正案見直 しについて 第21回総会 ・代議員会資料
の答申

H.4.7.10 理学療法業務推進委員会 理学療法士の身分 ・待遇について 理学療法学vo1.19No.4

(国家公務員の場合:そ の2)

H.4.8.1 研究開発部 ImpairmentとDisabilityと の関 係 ゐ・ 理学療法学vol.19No.5

ら見たADL評 価のあるべき姿(研 究

開発部の活動報告)

H.4,8.1 理学療法業務推進委員会 隣接職種(3):臨 床工学技士について 理学療法学VOI.19No.5

H.4.8.1 理学療法業務推進委員会 隣接職種(4):義 肢装具士について 理学療法学vo1.19No.5

H.4.9.1 調査資料部 平成4年度養成校志願者数 ・入学者数 協会ニ ュースNo.158

調査結果

H.5.3.1 調査資料部 平成3年度養成校卒業者の求人 ・就職 理学療 法学vol.20No.2

状況

H.5. 士会組織強化部 少数士会員士会組織援助金に関する 第23回総会 ・代議員会資料

ア ンケー ト調査

ブロック活動に関する調査

H.5. 組織検討委員会 組織改正に関する答申 第23回総会 ・代議員会資料

H.5. 法規検討委員会 自営PTの 実態調査 第23回総会 ・代議員会資料

H.5. 定款細則審議委員会 代議員の選出と総会選挙に関する意 第23回総会 ・代議員会資料

見書

H.5. 理学療法士ガイ ドライン検討委員 医療内と医療外での業務内容に違い 第23回総会 ・代議員会資料

会 についての アンケー ト調査

医療外で勤務している理学療法士へ

の アンケー ト調査

H.5. 診療報酬対策委員会 モニ ター施設対象ア ンケー ト調査 第23回総会 ・代議員会資料

H.5. 生涯学習システム検討委員会 生涯学習システム最終案 第23回総会 ・代議員会資料

H.5. 老人福祉部 老人保健施設職員特別講習会受講者 第23回総会 ・代議員会資料
ア ンケー ト調 査
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期 日 各部 ・委員会 タイトル及び内容 掲 載 物 備 考

H.5. 会館建設委員会 会館建設候補地の現地調査 第23回総会 ・代議員会資料

会館建設に関する志向調査

会館建設に関する費用調査

H.5. 障害児福祉部 全国療育体系アンケー ト調査 第23回総会 ・代議員会資料

障害児福祉部担当者に対する障害

児福祉部研修会に対する要望調査

H.5.9.1 障害者福祉部 身体障害者のスポーッと理学療法士 理学療法学vol.20No.5

の関わり

H.5.12.31 理学療法業務推進委員会 理学療法士の身分 ・待遇について 理学療法学vol.20No.8

(法人施設の場合)

H.5.12.31 調査資料部 平成5年度養成校志願者数 ・入学者数 協会 ニュースNo.166

調査結果

H.6.1.31 診療報酬対策委員会 診療報酬対策委員会アンケー ト調査 理学療法学vol.21No.1

結果報告

H.6. 30周年記念史委員会 士会対外活動 ・地域 リハ活動調査 第24回総会 ・代議員会資料

H.6. 表彰審査委員会 協会賞受賞者に対するアンケート 第24回総会 ・代議員会資料

H.6. 士会組織強化部 士会法人化に関するアンケート 第24回総会 ・代議員会資料

H.6. 財政基盤検討委員会 財政基盤確立についての答申 第24回総会 ・代議員会資料

H.6. 学会評議員会 学会運営用公文書関係資料集 第24回総会 ・代議員会資料

学会における新造語 ・不快用語 ・不

適当語の調査

H.6. 診療報酬対策委員会 モニター施 設対 象ア ンケー ト調査 第24回総会 ・代議員会資料

H.6. 障害者福祉部 福 祉 ネッ トワー ク作 りに向 けて の各 第24回総会 ・代議員会資料

士会 へのア ンケー ト調査

旺6. 老人福祉部 老人保健施設職員特別講習会受講者 第24回総会 ・代議員会資料

ア ンケー ト調査

H.6. 会館建設委員会 関連職種(看 護婦 ・薬剤師)に おけ 第24回総会 ・代議員会資料

る会館利用状況調査

H.6. 法規検討委員会 自営理学療法士の実態調査報告 第24回総会 ・代議員会資料

H.6.7.31 調査資料部 平成4年 度養成校卒業者の求人 ・就 理学療法学vo1.21No.4

職状況

H.6.9.30 理学療法週間推進委員会 理学療法週間制定に関するアンケー 協会 ニュースNo.171

ト結果 ●

H.7.1.20 調査資料部 平成6年 度養成校志願者数 ・入学者 協会 ニュースNo.173

数調査結果

H.7,1.31 調査資料部 平成5年 度養成校卒業者の求人 ・就 理学療法学vo1.22No.1

職状況

H.7.1.31 障害児福祉部 全国障害児療育実態調査報告(1993 理学療法学vol.22No.1

年)

注:協 会機関誌,協 会ニュース,総 会 ・代議員会資料より,各 部 ・各委員会の調査 ・報告を調べたもの。備考欄に,総 会 ・代議員会資料とあるものは,協

会ニュース ・機関誌に掲載されていないが,そ の年度に調査等を行ったことが総会 ・代議員会資料に報告されているものを示す。
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協会賞受賞者一覧

7名
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島
川
都
都
分
京

奈

山
福
神
京
京
大
東
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く
く
く
く
く
く

鞭
夫
治
子
榔
夫
夫

二

卵
治
賢
恭
正
靖
貞
昭

呼
沢
木
沢
田
島
上
辺

咽
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滝
津
中
野
獲
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岐
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郎
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谷
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京
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知
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媛
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手

馬

阪

馬

阜

奈

広

東

千

愛

千

福

山

愛

長

長

愛

高

神

岩

群

大

群

岐

　

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

く

鞭
夫
猷
治
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猛
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三
城
博
毅
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次

一
功

廊
速
野
隆
和

良
啓
信

和
良
國

隆
義
正

倖
保

名
林
島
木
吉
市
多
野
川
尾
沢
岸
山
田
村
邊

徊
畝
岡
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小
五
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住
武
翻
姫
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横
喜
吉
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浦
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信
輝
順
俊
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秀
虎
和
昌
弘

一

和昭
藤
藤
井
田
橋

口
川
島
村

瀬
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上
辺
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伊
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上
高
田
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山
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福
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雄
章
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一
香
保
清
昭

年元
峰

禮
宏
茂

和

成平
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束
子
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田
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大
金
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清
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津
満
吉
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英
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敏

成平
井
内
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林
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木
山
川
本
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井
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岡
奥
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篠
下
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館
早
松
宮
村
渡
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玉
京
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隆
備
壮
芳

ニ
ネ
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雄
彦
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政
清
欣
照
章

タ
成
正
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吉

和昭
田
山
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村
路
腰

田
貫

く回
池
内
大
加
斎
種
出
宮
保
綿
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)5名

(埼 玉)

(北海道)

(宮 城)

(愛 知)

(福 岡)

)6名

(東 京)

(神奈川)

(埼 玉)

(福 岡)

(広 島)

(兵 庫)
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吉
平
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実
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夫
吉
彦
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長
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和
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三
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国
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和昭
安
原
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岡
篠
鈴
筒
馬
三

　第
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学会奨励賞受賞者一覧
日本理学療法士学会 矢郷賞 ・学会奨励賞

第10回学会 脳卒中後遺症による片マヒ患者の諸動作における酸素消費量(第1報)

岩崎 富子 山田 道廣 荻島 秀男 丸山 仁司 真島東一郎 大橋

第10回学会 慢性閉塞性肺疾患の評価

溝呂木 忠

第11回学会 広背筋の筋動作学的研究

伊東 元 岩崎 富子 山田 道廣 矢崎 潔 田中 繁 飯田

第11回学会 メトロノームに合わせた歩行の周期上の"ばらっき"について

石田 卓 杉野美貴子 石井 俊夫 土井 啓司 達橋 和良 宗内 賢二

第12回学会 大腿四頭筋初期訓練法における筋電図学的分析

岡西 哲男 小島 泉 倉田 茂子

第14回学会 片麻痺患者の上肢パラシュート反応と上肢BrunnstromStageの 関連について

新保 松雄 佐藤 恭 曽根 政富

第15回学会 褥瘡の発生と予防にっいて(第2報)

加藤 祝也 冨田 昌夫 土嶋 政宏 藤井 直人

第16回学会MMTで 評価した末梢性顔面神経麻痺の経過と予後

前田 哲男 若山 佐一

第17回学会F.J.footに ついて(第3報)

中野 裕之 細田 多穂 岡安 正夫 石原 正文 野本 彰 竹内 孝仁

第18回学会 重度障害児の坐位姿勢に関する研究(第2報)

PMDDuchennetypeの 椅座位姿勢における座圧分布と肺機能について

青木 主税 広瀬 秀行

第19回学会 理学療法士の就業実態

伊東 元 松村 秩

第20回学会 膝 ・足関節 ・足部における新しい動的関節訓練の実際

中山 彰一 堤 文生 高柳 清美

第21回学会 脳卒中仮性球麻痺への運動療法

古澤 正道

第22回学会 呼吸筋の評価

宮川 哲夫 溝呂木 忠 市川 秀行 小野 晋

第23回学会 歩行評価基準の一考察

高橋精一郎

第24回学会 在宅人工呼吸を実施した2症 例にっいて
一 筋ジストロフィー症,筋萎縮性側索硬化症一

吉川 卓司 藤井 宏匡 木村謙太郎 古賀 康則

第25回学会 片麻痺患者に対する長期長下肢装具を用いた理学療法の効果

鶴見 隆正

第26回学会 体幹運動の分析一 股関節の可動域制限との関連一

冨田 昌夫 佐藤 房郎 宇野 潤 相馬 光一一

第27回学会 在宅訪問における基本動作と生活空間 ・生活意欲 ・介助者の関連について
一 脳血管障害を中心にして一一

山本 克己 中尾芽生子

第28回学会 術後トレンデレンブルグ徴候が陰性となるために必要な股関節外転筋力値

坂本 年将 伊藤 浩充 丸山 孝樹 古賀 友弥

第29回学会 ラットの廃用性筋萎縮予防に及ぼす荷重刺激頻度の影響

山崎 俊明 灰田 信英 立野 勝彦

正洋

勝

津沢 保

磯部 饒
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理学療法士学校 ・養成施設一覧

(1995年5月 現在)

名称
郵便番号 住所 開設年度 設置者

電話番号 定員

1国 立療養所東京病院附属 リハビリテーション学院

〒204東 京都清瀬市梅園1-2-7

1963 国(厚 生 省)

0424-91-1311

20

2筑 波大学附属盲学校高等部専攻科

〒112東 京都文京区目白台3-27-6

1964 国(文 部 省)

03-3943-5421

10

3大 阪府立盲学校高等部専攻科

〒558大 阪府大阪市住吉区山之内1-10-12

1964 大 阪府

06-693-3471

10

4徳 島県立盲学校高等部専攻科
〒770徳 島県徳島市南二軒屋町2-4-55

1964 徳 島県

0886-22-6255

15

5九 州 リハ ビリテーション大学校

〒800-02福 岡県北九州市小倉南区葛原高松1-5-1

1966 国(労 働 省)

093-473-7912

20

6高 知 リハ ビリテーション学院

〒780高 知県高知市旭天神町陣 ヶ森292

1968 学 校 法 人

0888-40-1141

30

7行 岡 リハ ビリテーション専門学校

〒567大 阪府茨城市総持寺1-1-41

1970 準 学 校 法 人

0726-21-0881

40

8国 立療養所近畿中央病院附属 リハ ビリテーション学院

〒591大 阪府堺市長曽根町1180

1973 国(厚 生 省)

0722-51-1919

20

9専 門学校社会医学技術学院

〒184東 京都小金井市中町2-22-32

1973 財 団 法 人

0423-84-1030

X60

10川 崎 リハビリテーション学院

〒701-01岡 山県倉敷市松島672

1974 財 団 法 人

086-462-1111

30

11国 立犀潟療養所附属 リハビリテーション学院

〒949-31新 潟県中頸城郡大潟町大字犀潟468-1

1977 国(厚 生 省)

0255-34-3131

20

12清 恵会第二医療専門学院

〒591大 阪府堺市向陵西町4-5-9

1977 医 療 法 人

0722-22-6226

20

13高 知医療学院

〒781-02高 知県高知市長浜字東並松6012-1

1978 医 療 法人

0888-42-0412

40

14国 立療養所東名古屋病院附属 リハビリテーション学院

〒465愛 知県名古屋市名東区梅森坂5-101

1979 国(厚 生 省)

052-803-7751

20

15国 立善通寺病院附属 リハ ビリテーション学院

〒765香 川県善通寺市仙遊町2-1-1

1979 国(厚 生 省)

0877-62-2211

20

16金 沢大学医療技術短期大学部

〒920石 川県金沢市小立野5-11-80

1979 国(文 部 省)

0762-22-2211

20

17愛 媛十全医療学院

〒791-03愛 媛県温泉郡川内町南方561

1979 財 団法 人

0899-66-4573

40

18東 京衛生学園専門学校

〒143東 京都太田区大森北4-1-1

1979 学 校 法 人

03-3763-6621

X75

19岩 手 リハ ビリテーション学院

〒020岩 手県盛岡市長田町15-16

1980 財 団 法 人

0196-54-2788

30

20国 立仙台病院附属 リハ ビリテーション学院

〒983宮 城県仙台市宮城野区宮城野2-8-8

1980 国(厚 生 省)

022-295-7714

20

21弘 前大学医療技術短期大学部
〒036青 森県弘前市本町66-1

1980 国(文 部 省)

0172-33-5111

20

22国 立療養所箱根病院附属 リハビリテーション学院

〒250神 奈川県小田原市風祭412

1981 国(厚 生 省)

0465-22-3196

20

23長 崎 リハビリテーション学院

〒856長 崎県大村市赤佐古町42

1981 学 校 法 人

0957-53-7883

40

24西 日本 リハビリテーション学院

〒862熊 本県熊本市長嶺町3153

1981 医 療 法 人

096-380-6311

X80

25熊 本 リハ ビリテーション学院

〒861-22熊 本県熊本市小山町400-1

1981 医療 法 人

096-389-1133

40

26北 海道大学医療技術短期大学部
〒060北 海道札幌市北区北十二条西5丁 目

1981 国(文 部 省)

Olt-716-2111

20

27宮 崎 リハ ビリテーション学院

〒880-21宮 崎県宮崎市大字小松1119-8

1982 財 団法 人

0985-48-2734

60

28国 立療養所福岡東病院附属 リハ ビリテーション学院

〒811-31福 岡県粕屋郡古賀町千鳥3-5-1

1982 国(厚 生 省)

092-943-2331

20
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名称
郵便番号 住所

開設年度
設置者
電話番号

定員

29国 立呉病院附属 リハ ビリテーション学院

〒737広 島県呉市青山町3-1

1982 国(厚 生 省)

0823-22-3111

20

30中 部 リハ ビリテーション専門学校

〒453愛 知県名古屋市中村区寿町7

1982 医療 法 人

052-461-1677

・X80

31専 門学校愛知医療学院
〒452愛 知県西春日井郡清洲町一場519

1982 学 校 法 人

052-409-3311

40

32神 戸大学医療技術短期大学部

〒654兵 庫県神戸市須磨区友が丘7-10-2

1982 国(文 部 省)

078-792-2555

20

33京 都大学医療技術短期大学部
〒606京 都府京都市左京区聖護院川原町53

1982 国(文 部 省)

075-751-3903

20

34信 州大学医療技術短期大学部

390長 野県松本市旭3-1-1

1983 国(文 部 省)

0263-35-4600

20

35藍 野 医療技術専門学校

〒567大 阪府茨木市太田3-9-25

1983 学校 法 人

0726-26-2361

40

36名 古屋大学医療技術短期大学部
〒461愛 知県名古屋市東区大幸南1-1-20

1984 国(文 部 省)

052-723-1111

20

37群 馬大学医療技術短期大学部

〒371群 馬県前橋市昭和町3-39-15

1984 国(文 部 省)

0272-31-7221

20

38平 成 医療専門学院

〒501-01岐 阜県岐阜市黒野182

1984 医 療 法 人

0582-34-1199

60

39福 井医療技術専門学校

〒910福 井県福井市新田塚1-42

1984 学 校 法 人

0776-21-8138

25

40長 崎大学医療技術短期大学部
〒852長 崎県長崎市坂本町7-1

1985 国(文 部 省)

0958-47-2111

20

41鹿 児島大学医療技術短期大学部

〒890鹿 児島県鹿児島市桜 ヶ丘8-35-1

1986 国(文 部 省)

0992-75-5111

20

42東 京都立医療技術短期大学

〒116東 京都荒川区東尾久7-2-10

1986 東 京 都

03-3819-1211

40

43埼 玉医科大学短期大学
〒350-04埼 玉県入間郡毛呂山町毛呂本郷38

1989 学 校 法 人

0492-76-1354

30

44秋 田大学医療技術短期大学部

〒010秋 田県秋田市本道1-1-1

1990 国(文 部 省)

0188-34-1111

20

45千 葉県医療技術大学校
〒280千 葉県千葉市花輪町111

1990 千 葉 県

043-261-1280

20

一46柳 川 リハ ビリテーション学院

〒832福 岡県柳川市上宮永町字本田113-2

1990 医療 法 人

0944-72-1001

・X60

47沖 縄 リハ ビリテーション福祉学院

〒90H3沖 縄県島尻郡与那原町板良敷1380-1

1990 医療 法 人

098-946-1000

40

48筑 波技術短期大学

〒305茨 城県つくば市春 日4-12-7

1991 国(文 部 省)

0298-58-9550

10

49東 北 医療福祉専門学校

〒981宮 城県仙台市青葉区国見6-45-16

1992 学 校 法人

022-233-8163

30

50藤 リハビリテーション学院

〒286千 葉県成田市押畑908-1

1992 医療 法人

0476-23-3675

30

51藤 田保健衛生大学 リハビリテーション専門学校

〒470-01愛 知県豊明市沓掛町田楽 ヶ窪2-76

1992 学 校 法 人

0562-93-9450

30

52広 島大学医学部保健学科

〒734広 島県広島市中区東千田町1-1-89

1992 国(文 部 省)

082-241-1221

30

53岡 山健康医療技術専門学校

〒703岡 山県岡山市浜3-10-39

1992 学 校 法 人

086-273-8541

30

54札 幌医科大学保健医療学部
〒060北 海道札幌市中央区南一条西17丁 目

1993 北 海 道

011-G11-2111

20

55早 稲田医療技術専門学校
〒339埼 玉県岩槻市大田字新正寺曲輪354-3

1993 学 校 法 人

048-758-7111

40

56関 西医療学園専門学校

〒558大 阪府住吉区苅田6-18-13

1993 学 校 法 人

06-699-2222

40

57徳 島医療福祉専門学校

〒771-43徳 島県勝浦郡勝浦町大字山渓字平128-1

1993 学 校 法 人

0885-42-4810

40
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郵便番号 住所

開設年度 設置者
電話番号

定員

58土 佐 リハ ビリテーション大学校

〒781-54高 知県香美郡香我町山北2833

1993 社 団 法 人

0887-55-0033

30

59大 分 リハ ビリテーション専門学校

〒870-91大 分県大分市千代町3-22

1993 学 校 法 人

0975-35-0201

30

60国 際医学技術専門学校

〒451愛 知県名古屋市西区則武新町3-1-46

1994 学 校 法 人

052-561-1166

40

61神 戸総合医療介護福祉専門学校

〒654-01兵 庫県神戸市須磨区友が丘7-1-21

1994 医 療 法 人

078-795-8000

40

62YMCA米 子医療福祉専門学校

〒683鳥 取県米子市錦海町3-3-2

1994 学 校 法 人

0859-35-3181

40

63北 里大学医療衛生学部

〒228神 奈川県相模原市北里1-15-1

1994 学 校 法 人

0427-78-8111

30

64大 阪府立看護大学医療技術短期大学部

〒583大 阪府羽曳野市はびき野3-7-30

1994 大 阪 府

0729-50-2111

15

65国 際医療福祉大学保健学部

〒324栃 木県大田原市北金丸字上 ノ原2600-1

1995 学 校 法 人

0287-24-3000

80

66茨 城県立医療大学保健医療学部
〒310茨 城県稲敷郡阿見町字阿見原4669-2

1995 茨 城 県

1・:::X111

40

67吉 備国際大学保健科学部
〒716岡 山県高梁市伊賀町8

1995 学 校 法 人

0866-22-3517

40

68川 崎医療福祉大学医療技術学科

〒701-01岡 山県倉敷市松島288

1995 学 校 法人

086-462-1111

40

69神 戸大学医学部保健学科

〒654-01兵 庫県神戸市須磨区友が丘7-10-2

1995 国(文 部 省)

078-792-2555

20

70広 島県立保健福祉短期大学

〒723広 島県三原市学園町1-1

1995 広 島 県

0848-60-1120

30

71専 門学校 日本福祉 リハビリテーション学院

〒061-13北 海道恵庭市恵み野西6-17-3

1995 学 校 法人

0123-37-4520

40

72北 海道:千歳 リハビリテーション学院

〒066北 海道千歳市里美2-10

1995 学 校 法人

0123-28-5331

40

73北 都保健福祉専門学校
〒070北 海道旭川市旭神町3-4

1995 学 校 法 人

0166-66-2500

40

74山 形 医療技術専門学校

〒990-01山 形県山形市大字前明石字水下367

1995 学 校 法 人

0236-45-1123

40

75晴 陵 リハビリテーション学院

〒940-21新 潟県長岡市大字 日越319

1995 学 校 法 人

0258-47-4690

40

76新 潟 リハビリテーション専門学校

〒958新 潟県村上市上の山2-16

1995 学 校 法 人

0254-56-8282

20

77関 西女子医療技術専門学校

〒582大 阪府柏原市旭 ヶ丘3-11-1

1995 学 校 法 人

0729-77-6061

40

78阪 奈 中央 リハ ビリテーション学院

〒575大 阪府四条畷市田原台6-1-1

1995 学 校 法 人

0743-78-3153

40

79医 療福祉専門学校緑生館

〒841佐 賀県鳥栖市西新町1428-566

1995 社 団 法 人

0942-84-5100

40

80長 崎医療技術専門学校

〒850長 崎県長崎市愛宕1-297

1995 学 校 法 人

0958-27-8868

40

81鹿 児島医療福祉専門学校

〒890鹿 児 島県鹿児島市田上8-21-3

1995 学 校 法 人

0992-81-9911

40

定員 ※は,昼 間部 ・夜間部併設
閉校になった学校 ・養成施設

東京都立府中 リハ ビリテーション専門学校

埼玉 リハ ビリテーション専門学校

札幌医科大学衛生短期大学部

1969年 ～1988年3月

1983年 ～1991年3月

1983年 ～1995年3月
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賛 助 会 員 の 変 遷

会 員 名
昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 平 平 平 平 平 平 平4
74849505152535455565758596061626312345.67

八重洲リハビリ株式会社

酒井医療株式会社
ミナト医科学株式会社

持田製薬株式会社
OG技 研株式会社

タイガー医療器株式会社
パール・シャープ株式会社

ジョンソン・エンド・ジョンソン

志賀器械株式会社

株式会社東京衛材研究所
アルケア株式会社

武田薬品工業株式会社
河村医療

株式会社ドルフィン

稲畑プレストン株式会社
住友製薬株式会社

日本ライトサービス株式会社
日製産業株式会社
パシフィックサプライ株式会社

株式会社多比良商会

多比良株式会社
メリコ株式会社

住友スリーエム株式会社
スリーエム薬品株式会社

株式会社ビジョン
ダイシン株式会社

株式会社日本アビリティーズ社

木村寝台工業株式会社
フランスベッド販売株式会社

伊藤超短波株式会社

株式会社東京プレス
パラマウントベッド株式会社

株式会社種橋医療器

株式会社ハンディエイド

株式会社エバ企画開発室
矢崎化工株式会社

株式会社日本メディクス

株式会社吉田製作所
一級建築士事務所NOR計 画研究室

株式会社空間設計社一級建築士事務所
日本シグマックス株式会社

積水化学工業株式会社

東京海上火災保険株式会社

大正海上火災保険株式会社
中村ブレース株式会社

文京区立湯島高齢者在宅サービスセンター
株式会社科薬
三井海上火災保険株式会社

日本火災海上保険株式会社

川崎重工業株式会社

愛知電子工業株式会社

有限会社アイペック
昭和貿易株式会社
ジャパンチャタヌガ株式会社

アップリカヒューマンウェル株式会社
工一ザイ株式会社

株式会社ウエヤマ

株式会社医学書院
モス・ワールド株式会社

医歯薬出版株式会社
日本光電工業株式会社
ハラキン株式会社
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30周 年記念事業準備委員会

日本理学療法士協会会長 奈良 勲

設立30周 年記念行事準備委員長 望月圭___.

実行委員

旭 輝雄 磯崎 弘司 居村 茂幸 遠藤 敏

黒川 幸雄 小池 勝明 中屋 久長 中山 彰一

半田 一登 牧田 光代 丸山 仁司 山田 純生

準備委員

田中 正則 尾Wp」心正 山木 吉春 炭 孝昭

菅野 雅美 菊地 延子 野本 彰 大田紀美子

中山 孝 大淵 恵理 渡辺久美子 神内 接行

池亀 寛子 藤井菜穂子 池田 由美 池添 芳枝

横田 一彦

工藤 俊輔

永原 久栄

山田 拓実

重田 暁

高橋 雅人

若山 博史

難饗難田灘 雛灘総雛灘
難 灘醸縷雛灘鑓懸鱗饗
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30年 史 執 筆 協 力 者 (五十音順)
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執 筆 協 力 者 (部長,委 員長)

事務局長

総務部

財務部

調査資料部

PT白 書編集委員会

30周年記念誌委員会

選挙管理委員会

表彰審査委員会

地域事業推進部

士会組織強化部

財政基盤検討委員会

定款細則審議委員会

会館建設委員会

法規検討委員会

国内渉外部

丸 山仁 司

谷 浩 明

久 保 晃

萩 原 利 昌

沼 田憲 治

菊 地 延 子

高 田治 実

高 橋 輝 雄

佐々木久登

細 田多 穂

佐々木伸0

山 本 康 稔

牧 田 光 代

鶴 見 隆 正

黒 川 幸 雄

理学療法士ガイドライン検討委員会 居 村 茂 幸

30周年記念行事準備委員会

国際渉外部

理学療法業務推進委員会

診療報酬対策委員会

学術誌部

学術資料部

研究開発部

卒前教育部

卒後教育部

生涯学習システム検討委員会

学会評議委員会

学会評議委員選考委員会

広報部

理学療法週間推進委員会

宣伝部

健康増進部

望 月 圭0

田 口 順 子

宇都宮 学

吉 尾 雅 春

伊 東 元

神 内援 行

嶋 田智 明

高木 昭輝

冨 田 昌夫

奈 良 勲

細 田 多穂

武 富 由雄

馬 場 久 夫

山 田純 生

磯 崎 弘 司

浦 辺 幸 夫

(国際医療福祉大学)

(千葉県医療技術大学校)

(東京都老人医療センター)

(川崎市障害者更生相談所)

(千葉県救急医療センター)

(東京大学医学部附属病院)

(JR東京総合病院)

(東都 リハビリテーション学院)

(JR広島鉄道病院)

(東京医科歯科大学医学部附属病院)

(福井医科大学附属病院)

(東都 リハビリテーション学院)

(愛全園)

(広島県立保健福祉短期大学)

(北里大学医療衛生学部)

(兵庫医科大学病院)

(東京大学医学部附属病院)

(在ケニヤ)

(香川医科大学附属病院)

(札幌医科大学保健医療学部)

(茨城県立医療大学)

(東海大学医学部附属大磯病院)

(神戸大学医学部保健学科)

(広島大学医学部保健学科)

(神奈川リハビリテーション病院)

(広島大学医学部保健学科)

(東京医科歯科大学医学部附属病院)

(神戸大学医学部保健学科)

(前 広島県立広島病院)

(聖マリアンナ医科大学病院)

(東京医科歯科大学医学部附属病院)

(広島大学医学部保健学科)
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老人福祉部

障害児福祉部

障害者福祉部

山 本 和 儀

川 村 光 俊

奥 田邦 晴

(大東市福祉保健部保健医療福祉センター)

(広島大学医学部保健学科)

(大阪府立看護大学医療技術短大)

灘嚢
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編 集 後 記

昭和41年 に日本理学療法士協会が発足以来,平 成8年 で満30年 を迎えることになりました。20周

年にあたる昭和61年 のOT協 会 との合同記念行事(田 口順子事業準備委員長)後 の10年 間は夢の如 く

過 ぎた感があります。

平成7年10月6日 には,OT協 会 と合同での30周 年記念行事をめでたく終了することができました。

当日は森井忠良厚生大臣の御臨席のもと,関 係医学会,関 係協会,賛 助会員,両 協会役員や多数の一般

会員の方々の出席をいただき盛会裡に遂行できましたことを心か ら感謝申 し上げます。

今回の30年 史は20年 史 も含めて協会の30年 間の歩みを資料 として残す ことに重点をおき編集致 し

ました。

ここ10年 間の保健 ・医療 ・福祉への国の対応は21世 紀の少子化,高 齢化社会に向けての諸政策が保

健 ・医療政策,地 域社会の変革を目指 して打ち出されております。

我々の職域 も医療機関から地域福祉へと裾野の拡がりを見せております。 これは各士会への実態調査

の結果からもその一端を伺い知 ることができます。 この10年 間での特筆すべ き変化は,

①養成校の増加に伴 う養成数の増大

(20年 史では養成校:43校,養 成数:1010名 か ら養成校:80校,養 成数:2640名)

②協会が学術研究団体 として認可 され,発 行機関誌の学術誌化が達成 されたこと

③各県士会の対外活動の活発化 と地域 リハビリテーションへの参画と実践により士会の公益法人化が

着実に進んでいること

④念願であった4年 制大学が平成4年 度に広島大学で開設 され,平 成7年 では8大 学 となり,大 学院

化への道が開けつつあること

⑤学術研究団体 として協会員への研究活動への助成を推進 し,科 学 としての理学療法を目指している

こと

⑥社会的貢献 として地域住民に向けての理学療法のアピールを展開 し理学療法が社会的に定着化する

方向へ進んでいること,な どが挙げられます。

これか らの40年,50年 に向けてどのような発展を遂げていくかは,各 々の時代の趨勢にも影響 され

ると思われますが,理 学療法があくまでも保健 ・医療 ・福祉の中で社会的に役立っ存在 として確立 され

るようになることを次の若き世代に託 したいと希望 します。

記念史の編集では各部 ・各委員会の変遷につきましては,一 部を除き紙数の関係で一定の形に修正 さ

せていただきました。終わりにあたり関係各位の方々の編集への御協力をはじめ,協 会役員,各 部 ・各

委員長,士 会役員の方々に深 く感謝申し上げます。

平成8年3月31日

日本理学療法士協会設立30周 年記念史委員会

委員長 菊地延子

委 員 伊東 元,庵 原田津子,五 日市克利,長 田一雄,

田中正則,高 橋雅人,丸 山仁司,三 和真人,横 田一彦,

吉田久雄,渡 辺恵子
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